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は じ め に 


本 書 は 、 日 本 語 母 語 話 者 用 に ヒン ディ ー 語 の 初級 お よび 初中 級 レベ ル の 
文法 を 解説 し た も の で ある 。 ヒンディー 語 の 校正 に つい て は 、 筆 者 の 恩師 
で ある Prof. Ashwani Kumar Srivastava と ご 息女 で あり 筆者 の 旧友 で も あ 
る Ms. Gunjan Sharma に 担当 し て いた だ いた 。 ま た 、 本 書 を TeXLive で 処 
理 す る に あたり 、 東 京 外国 語 大 学 ア ジア ・ ア フリ カ 言 語文 化 研究 所 の 澤田 
英夫 教授 に ご 指導 を 賜っ た 。 こ こ に 深く 御礼 申し 上 げ る 。 
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参考 文献 YY 


ー1V 一 


1 単 文 


1.1 人 称 代名詞 と コピ ュ ラ (gim) 現在 時 制 ( 「 ひ 〇 は へ へ だ 。 」) 


人 称 代名詞 と コピ ュ ラ の 変化 
人 称 | 単 数 人 称 | 複 数 
1 人 称 | 半 人 へ へ き 1 人 称 | emA へ き 
2 人 称 | さ へ へ き 2 人 称 | 人 A へ 選 
2 人 称 IM ハハ き 
3 人 称 紅 へ 人 へき 3 人 称 へ 人 ハ き 
に AYA 和 す 人 へ 人 へき 
A. 主語 (S) 名 詞 (N) コピ ュ ラ ー 「S は N だ 。」 
B. 主語 (S) 形容 詞 (A) コピ ュ ラ = テ 「8S は A。」 
C. 主語 (S) 動 詞 (V) コピ ュ ラ ニ 「S は V て ・ い る ノ あ る 。」 
・ 主語 (S) 未完 了 分 詞 (V) コピ ュ ラ 
* 主語 (S) 完了 分 詞 (V) コピ ュ ラ 
ポイ ント 


1)「 へ へ 」 に は 、 名 詞 、 形 容 語 


本 、 動 詞 が 代入 され る 。 


2) 動詞 の 形態 に は 、 未 完了 分 詞 (未完 了 形 ) と 完了 分 詞 (完了 形 ) が ある 。 
3) 現在 時 制 に は 未完 了 分 詞 士 コピ ュ ラ の 複合 形 が 使用 され る 。 
4) 完了 分 詞 士 コピ ュ ラ の 複合 形 は 、 現 在 完了 (英文 法 の それ と は 若干 異な る の で 注意 ) 


に 使用 され る 。 


を 問う 疑問 文 の 作り 方 


中 
沖 
凡 
滞 


答え 方 


青 定 「 は い 」 = 填 研 , 避 


4T ? 


5) 


症 


否定 「 い いえ ぇ 」= 村 民 【 尾 【 再生 


ポイ ント 


1) 青 否 疑 問 文 は PT を 文頭 に 付加 する A. の パタ ー ン が 標準 。 例 ) iT sm sr 寺 き ? 

2) 式 を 付け る の は 丁寧 さ を 表 す た め の も の で 、 友 達 等 親しい 間柄 で 話す 場合 は 、 は 不 
要 。 

3) は 通常 名 前 の 尊称 (日 本 語 の の 〇 さん の 「 さ ん 」) に 付け られ る 。 

4) 芽 を 否定 辞 の 前 ある い は 後に 付け る 。 


1.3 否定 辞 の 配置 


| 


A. 主語 (S) 名 詞 (N) | コピ ュ ラ 「S は N で は な い 。 」 


B. 主語 (S) 形容詞 (A) q 寺 コピ ュ ラ ー 「S は A で は な い 。」 ま た は 「S は 
AA く な い 。 」 
C. 主語 (S) def 動詞 (VO コピ ュ ラ = 「S は V て ・ い な いな い 。 」 
ポイ ント 


1) 名 詞 も し く は 形容 詞 が 述語 の 場合 、 コ ピュ ラ の 前 に 否定 辞 が 置か れる 。 
2) 動詞 が 述語 の 場合 、 文 末 が コピ ュ ラ 現在 な ら 省 略 可 。 た だ し 、 例 2 の よう に 女性 ・ 複 
数 形 の コピ ュ ラ が 省略 され る 時 に は 、 上 鼻音 部 分 が 未完 了 分 詞 に 移動 する 。 
例 1 ) 圭 TT dT KT ( き ) | 「 僕 は 仕事 を し な い 。 . 
例 2 ) 』 leq Td 1 di (= 1 き ) | 「 あ の 女 の 人 た ち は 仕 事 を し な い 。 . 
3) 動詞 が 述語 の 場合 で も 、 コ ピュ ラ の 直前 に 人 否定 辞 が くる 場合 も ある 。 一 種 の 強調 文 に 
な る 。 


1.4 疑問 詞 を 使っ た 疑問 文 の 作り 方 


疑問 詞 一 覧 
2) 者 | な 人 呈 だ ど 守 .| い や つなが IL どの よう な | を 9 | で どれ ぐ の らい の 、| だ ちら 
Enl IT El EE! EClI EsII En 区 山 IExEll EoKN 


1) 疑問 詞 の 語順 移動 は な し 。 基 本 的 に 日 本 語 と 同じ 要領 。 
2) 疑問 詞 属 d は 感嘆 文 に 使用 され る 。 


ー2ー 


1.5 疑問 詞 , 指 示 詞 ( 近 称 詞 ・ 遠 称 詞 ) , 関 係 詞 総覧 


人 物 場 所 時 | 理 由 || 様態 | 選 択 | 数 ・ 量 | 方 向 
疑 問 詞 | | 町 Endl sa | qt |mm- て | 持 m | 人 衝 系 
指示 詞 ( 近 称 )| 避 | 琴 dei s | 項 Qmr ー | mW 
指示 詞 ( 遠 称 ) | 殿 qa |aei,de| qm | YWP Sr| 一 |smmls 和 mi 
関 係 詞 II gi sm | ST II ー | 后 cm | 仁 g 


? 守 - 音 で 始ま る も の は 、 イ ディ オム に 使用 され る こと が 多い 、 古 い 


ヶ 慣用 表現 に 使わ れる こと が 多い 。91.3 を 参照 。 
“同上 


ポイ ント 


Oo 


通常 使う の は '*- 音 で 始ま る 6*。 


1) ヒン ディ ー 語 で は 、 近 称 詞 Je@'「 これ (それ ) 」 未 称 詞 9 で 「 あ れ (それ ) 」 は 、 人 ・ 物 


の 両方 に 使用 する 。 


2) この 近 称 ・ 遠 称 詞 の 属 格 形 「 こ の あの (その ) 」 も 、 主格 形 の 「 こ れ プ あれ (それ ) 」 


と 同じ 4@/ 。 


3) これ ら / 避 " は 、 発 音 と 表記 が 一 致し な い 。 
4) 様態 、 選 択 、 数 ・ 量 の 列 は 形容 詞 的 に 働く 場合 、 後 続 する 名 詞 の 性 、 数 に 一 致す る 。 


例 ) 属さ qt mrTT「 ど の ぐら い の 水 」 


93ー 


音 は それ ぞ れ 、 [ye ノ vo] と な る 。 


2 名 詞 、 形 容 詞 


2.1 名 詞 と 形容 詞 の 性 と 数 の 変化 その 1 


2.1.1 名 詞 の 変化 【 主 格 , 対 格 (一 ガ 格 、 ヲ 格 の 場合 ) 】 


女性 名 詞 の 例 き 紅 「 男 の 子 」、 悟 佑 「 決 まり 」、 合 民 m 


男性 名 詞 の 例 ぐ き IT「 男 の 子 」、gIs「 先 生 」 、3R 性 「 お 客 」 、 全 rf 「 学 生 」 、3c「 フ クロ ウ 」 


島 」 、W「 机 」 、TIEq「 女 性 」、 本 「 乳 和牛 」 、m4「 雌 牛 」 
男性 名 詞 (-a 語尾 ) 男性 名 詞 (その 他 ) 女性 名 詞 (-/-i/-iya 語尾 ) 女性 名 詞 (その 他 ) 
単 数 | 複 数 | 単 数 | 複 数 川 単 数 複 数 単 数 | 複 数 
CR ー aa EEIPI IEIEI IEIEEII lecl | feqmd 
還 中 和仁 mrf | 人 rf ETESI EE BEI ad 
ー ー Se Se ー ー TI m4 
ポイ ント 


1) 男性 名 詞 は -a 語尾 の も の の み 語 尾 変化 する 。 そ ね れ 以外 は 変化 し な い 。 


変 
2) -a 語尾 で 不変 化 の 男性 名 詞 は 、 サ ンス クリ ッ ト 語 の 「 王 」、dqT「 指 導 者 」 や Tl 


「 父 」 、〒T 定 「 父 方 の 叔父 」 の よう な 親族 名 称 等 。 


3) 女性 名 詞 は すべ て 単数 、 複 数 に 応じ て 語尾 変化 する 。 


2.1.2 形容 詞 の 変化 【 主 格 , 対 格 (一 ガ 格 、 ヲ 格 の 場合 ) 】 


-3 語尾 の 形容 詞 の 例 ssgT「 良 い 」 
それ 以外 の 形容 詞 の 例 qt「 美 し い 」 


男性 名 詞 (-a 語尾 ) 男性 名 詞 (その 他 ) 

単数 複数 単 数 複数 
Soe1 9ch| | 3To9 ぐ き 中 | 3TogT 3TSHTHGh | 3o9 ST5HTH 
Gt dssl | dtd ぐ sh | GEHTTG | dGN ST 
女性 名 詞 (-i/ ュ /-iya 語尾 ) 女性 名 詞 (その 他 ) 
単数 複数 単 数 複数 


1) 形容 詞 は -a 語尾 の も の の み 、 後 続 の 名 詞 の 性 と 数 に 応じ て 変化 する 。 

2) -a 語尾 以外 の 形容 詞 は 変化 し な い 。 

3) 不変 化 の 形容 詞 (ペル シャ 語系 ) の 例 : qfeqr 「 素 晴らし い 」、 マ TIT「 多 く の 」、 STGT-IqT 
ノ qqT-SIGT「 既 婚 の ン 離 婚 し た 」 、 で FT 「 新 鮮 な 」 、 忠 1「 生 まれ た 」、 司 sr 「 生 き て い 
る 」 等 。 


2.2 名 詞 の 性 と 数 の 変化 その 2【 後 置 詞 が 付く 場合 ニ 「 斜 格 」 】 


後 置 詞 の 例 (詳し く は 次 章 を 参照 ) 
① 与 格 ・・・ 雪 「 に 」 
@ 位置 格 ・・・ す 「ー (の 中 ) に 」, iK「ー (の 上 ) に 」 
④ 春 格 ・・・ す 「 か ら 」 


男性 名 詞 (-a 語尾 ) 男性 名 詞 ( そ の 他 ) 女性 名 詞 (Ci/-1/-iya 語尾 ) || 女性 名 詞 ( そ の 他 ) 


単 数 ] 復 数 | 単 数 | 復 数 川 単 数 | 複 数 | 単 数 | 複 数 


ぐ s* | | dssi =| gs | gmet | dm 征 | mfT 和 基軸 息 下 


ff 系 | af 司 析 | 何人 生 基 |mRRm 生 | ms 恒 


ー ] fs | rr 生 届 | fr 刺 | f 請 刺 | 抽 刺 | 所 間 刺 


ー ー | AI | Se mm 刷 | mm 


ポイ ント 
1) 後 置 詞 が 付い た 時 、-a 語尾 の 男性 名 詞 お よび 形容 詞 が が -e に 変化 する 。 
2) 複数 形 の 場合 は 、 男 性 名 詞 、 女 性 名 詞 間 わ ず 接 辞 -@ が 付く 。 


2.2.1 形容 詞 の 変化 【 後 置 詞 が 付く 場合 ニ 「 斜 格 」 】 


-a 語尾 の 形容 詞 の 例 吉相 「 良 い 」 


それ 以外 の 形容 詞 の 例 HK「 美 し い 」 


男性 名 詞 (-a 語尾 ) 男性 名 詞 (その 他 ) 

単 数 複数 単数 複数 
31s ゆ ds 中 | | sc Si] | sc つ ETG 中 | | 9 3EmSi 
SG ds 中 中 | | qtqSsil1 | eX ES 中 | et Emel 1 

女性 名 詞 (-i/-/-iya 語尾 ) 女性 名 詞 (その 他 ) 

単 数 複数 単数 複数 
ssg1 ssl 1 | Tel dslsdT | | se 下 asgi 本 下 
dc ds 員 | | detqslst 征 | ai St da 


ー5ー 


ポイ ント 


1) 変化 する の は -a 語尾 の 形容 詞 の み 。 
2) 形容 詞 が 名 詞 化 し て 用 いら れ た 場合 は 、 単 数 の 場合 語尾 が -e に な り 、 複 数 の 場合 は 接 
辞 6 が 付く 。 例 ) q*T「 大 きい 」…「 大 人 、 目 上 」 且 層 / 翌 『 第 


2.3 数 詞 
0 昌 2 3 4 5 6 M 8 9 
土 0 9 % Y * \ + に 9 と $ 
SIT G EiI Ki に IK に IE! : KsIRI ao 寺 
土 10 %o (1 (1 人 %Y\ へ くく %9 22 くく 
GT | YRKe | Ne | Se | <e | 5% | he | dE | sete | sm 
土 20 Yo ト 44 ト 61 トド) kt 1 や ヾ % ヾ 9 と ヾ 
aHH | sm | qISH | dd | NR | TH | gs | dRTSH | sed | md 
土 30 Ao き 上 き 24 ト ト $9 と % 
土 40 \o \? \Y \3 \ ぎ YA \& \9 \ \S 
+50 | we | wi 民 | | W | 避 | ww te t と KS 
qrd | sqm | mmq 和 T | fdm | 芽 条 | dm | T | dm | selmm | STds 
土 60 so s% sY 3 に 31 st ss s9 と s 
土 70 Mo KK2 KK 3 1 KC CA3 9 % と CA 
dQ | Se | dEX | fdedt | edK | dedt | er | Set | soedt | Sr 
十 80 | oo ン % の る 3 の 2 と 1 べべ 9 と ペ 
sRdi | smmdt | mmm | fRrdt | dt | ma | 協 mdt | at | se | mm 
土 90 So S% く Y 3 SY SA SS ko % と 5 
sd | smm4 | mm4 | fm | 4 | mamm4 | 協 qma | arma | serma | frra 
100. | 1000. | 10.000. | 100000. | 1000.000. | 10.000000. | 100.000.000. | 1000.000.000. 
百 千 万 十 万 百 万 千 万 億 十 億 
1 番 | 2 番 | 3 番 | 4 番 | 5 番 |6 番 | 7 番 | 8 番 |9 番 | 10 番 
口語 ・ 文 語 体 両用 || El | RI | で iT | 華 林 | mmf| gs |qqqflsmesm| am | sa 
語 体 (Sanskri0) || JH | fs | de | 4 | TH | SS | SH | same | qqH | GR 
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数 詞 


FE 


6 7 8 9 10 


集合 
っ 


何 十 の | 何 百 の | 何 干 の | 何 十 万 の | 何 千 万 の 


分 数 詞 
1 生 | 
s 衣 | dmT | im, mm 


1 二 桁 以上 は 、 基 本 的 に 一 桁 目 十 二 桁 目 の 構造 で ある 。 

2) 6 の づ : は 再 と 発音 する た め 、 こ れ を その まま 書く こと も ある 。 

3) 下 桁 が 9 の 場合 は 次 の 二 桁 台 の 音 に 1-「 前 の 」 が 付く 。 例 ) THH「29 (一 30 の 前 ) 」 

4) 基数 詞 18 の GR は cete と 表記 され る こと も ある 。 

$) 10 以 上 の 序 数 詞 (上 段 ) に は 、 基 数 詞 に - 本 を 付け て 表す 

6) 集合 数 詞 は 「 二 つと も 」 、「 三 人 と も 」 の よう な 意 を 表す の に 使用 され る 。 

7) 何 十 、 何 百 等 数 量 の 多い こと を 表す 数 詞 は -6 が 付い た も の に な る 。 

8 1# と 2# は 、 時 間 の 表現 (一 時 半 、 二 時 半 ) に も 用 いら れる 。 後 節 の 12.4 を 参照 。 

9) 倍数 詞 と し て で IT「2 倍 」、 和 amT「3 倍 」 の 語 貢 が ある 。 (4 以上 は 数 詞 十 TTT「 倍 」 
で 表す 。 ) 


= た 


3 後 置 詞 、 代 名 詞 、 小 詞 、 副 詞 
3.1 後 置 詞 (日 本 語 の 格 助詞 に 相当 ) 


3.1.1 後 置 詞 の 種類 


名 詞 の 格 形 式 説 明 形式 格 

① 主 格 名 詞 十 ゼロ 主語 は すべ て この 形式 直 格 

② 対 格 名 詞 十 ゼロ 通常 の 目的 語 は この 形式 直 格 

名 詞 十 第 (本 来 は 与 格 用 ) 斜 格 

③ 与 格 名 詞 十 系 「 に 」 に 相当 和 終 格 

④ 属 格 名 詞 十 居 ( 技 , *) |「 の 」 に 相当 斜 格 

⑤ 奪 格 名 詞 十 「 か ら 」 に 相当 和 終 格 

⑥ 道具 格 名 詞 十 「 で 、- に よっ て 」 に 相当 和 終 格 

《 の 位置 格 名 詞 十 本 「 に 、 一 の 中 に 」 に 相当 和 終 格 

名 詞 十 東 「 で 、 に 、… の 上 に 」 に 相当 和 終 格 

方 向 格 名 詞 十 ゼロ 通常 は この 形式 。 例 : smTR「 ア ー グ ラ へ 」 | 斜 格 

名 詞 十 第 本 来 は 与 格 用 。 稀 。 和 終 格 

⑨ | 終点 ・ 到 達 格 | 名詞 十 dm 「 ま で 」 に 相当 和 終 格 

能 格 名 詞 十 ( 特 殊 ) ( 混 在 ) 
ポイ ント 


1) ② 対 格 の 征 が 付か な い 場 合 と 付く 場合 に つい て は 、31.3 を 参照 。 

2) ③ 与 格 の | は 与 格 主語 で よく 使わ れる 。 

3) ③④ 属 格 の T は 男性 ・ 単 数 形 、 訓 は 男性 ・ 複 数 形 、 は 女性 形 (単数 ・ 複 数 の 区 別 な 
し 

4) ⑧ の 方 向 格 の 名 詞 士 ゼロ に つい て 、 名 詞 が 固有 名 詞 の 場合 は 必ず し も ゃ 変化 させ る 必要 
は な い 。 例 ) 芋 smRT THT |「 僕 は アー グラ へ 行っ た 。 」 

$) ⑩ 能 格 は 、 他 動詞 が 過去 時 制 (動詞 の 形態 は 完了 分 詞 と 同じ ) で 使用 され た 場合 、 動 
作 主 (意味 上 の 主語 ) に 付加 され る 。 そ の 際 、 意 味 上 の 目的 語 が 文法 上 の 主語 と な 
り 、 そ の 性 ・ 数 に 述語 動詞 部 分 を 一 致 さ せる 。 

6) ⑩ 能 格 に つい て 、 動 作 主 が 一 人 称 、 二 人 称 代名詞 の 場合 、 直 格 形 に が 付着 する 。 
し く は 3.1.2 を 参照 。 


和 
23 
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3.1.2 人 称 代名詞 と 後 置 詞 の 組み 合わ せ 


人 称 代 名 詞 の 直 格 形 (主格 ) と 斜 格 形 (その 他 の 格 ) 
直 格 形 斜 格 形 十 | ( 与 格 、 対 格 ) | 斜 格 形 十 征 ( 属 格 ) | 斜 格 形 十 そ の 他 ( 例 : き ) | 直 格 ノ 斜 格 形 二 
革 KEI に PFS q す 翌 
る T で T 中 | sa HKT mx) で 本 eq 
R! 9 lee dmxo すき EN 
dH | ssa す で ず 'eRT mx qH す Ei 
EE 3 吊 1 3TT 3H EEI 
35 3 中 | > SH 3 中 3 KsI 
3 で H 中 | se 計  〒 可 EDI 
』 ざ T 中 | 』:e で 3 中 さ q さ で 中 
す | 中 | 』。s ES 写本 Eo 
Ep ラン 作 q | 』。。 8 作 q 箱 属す IE 
ロ ノ mT 人 | > 5 IE 本 | 属す ES 
EE 作 q 作 二 第 作 き Ei 本 
ポイ ント 


1) ここ で は 人 称 代名詞 と 後 置 詞 を 分 か ち 書 き し て ある が 、 こ れ ら は くっ つけ て 書く こと 
の 方 が 多い 。( 例 : 民生 つっ 訪 逢 ,。 SH 逢っ SSD) 

2) 人 称 代名詞 に 付く 能 格 の 後 置 詞 守 に つい て は 、 一 人 称 、 二 人 称 に つい て は 直 格 系 に 、 
三人称 に つい て は 斜 格 形 も し く は その 特殊 に 付く 。 

3) な お 、 ヒ ン デ ィ ー 語 の 双 生 語 と いえ る ウル ドッ ゥ ー 語 (アラ ビア 文字 を 使用 ) で は 、 後 
置 詞 は 基本 的 に 分 か ち 書 き を する 。 


3.1.3 後 置 詞 1 の 特殊 な 使い 方 


後 置 詞 ! は 本 来 与 格 に 付く が 、 目 的 語 に 付加 され る こと も ある 。 


A. す 可 合 qrq rsd き | 

B. す 避 属 qTq | Td き | 
C. @T qY ITqt df Rd き | 
D mi qhT mat 1 Te[ HK きる | 「 私 た ち は 動 物 を 殴り ませ ん 。 」( 負 「 あり ) 


E. Hq qHT 羽村 3 9 本 時 る , er TeTdt ST ddl | qT Td き | 
「 皆 毎夜 3 か ら 7 つ 夢 を 見 る が 、 そ れ ら の 夢 の 多 く を 忘れ て し まう 。 」 


「 子 供 た ち は 本 を 読み ます 。 」 (1 な し ) 
「 子 供 た ち は 本 を 読み ます 。 」 (1 あり ) 


「 私 た ち は 動 物 を 殴り ませ ん 。 」 (| な し ) 


万 7 (777ve7Se 


http://wwwuniverseinhindi.com/2016/01/lucid-dreaming-hindi.html 


3.2 


3.2.1 


ポイ ント 

1) A. と B. は 目的 語 が 非 生 物 の 属 qra「 本 」 に な っ て いる 。 呈 | な し の 前 者 は 不 特定 な 本 を 
指す が 、 式 あり の 後者 は 、「 本 」 が 文脈 上 既出 ある い は 情報 共有 され て いる 「 本 」 で あ 
る こと を 示す 。 つ まり 、 こ の 呈 は 英語 の 定冠詞 の よう な 役割 を 果たす もの で ある 。 

2) C. と D は 目的 語 が 生物 に な っ て いる が 、 機 能 は 上 記 の 「 本 」 と 同じ で ある 。 

3) 人 (特に 固有 名 詞 ) が 目的 語 で ある 場合 は 、 通 常 、 主 語 と の 目的 語 の 識別 の た め に 目 
的 語 に | を 付け る 。 

4) E. は 慌 な し の 目的 語 と 刊 あり の 目的 語 が 両方 家 わ れ て いる 例 。 


小 詞 (日 本 語 の 係 助詞 副 助詞 に 相当 ) 


小 詞 一 覧 
小 詞 例 訳 対応 副 助詞 
①| 呈 | 居 二 sm 彼 も 来る だ ろう 。 「 も 」 に 相当 
②| 習 | 計 二 mmmsl 僕 だ けが チャ ー イ を 飲む 。 「 だ け 、 こ そ 」 に 相当 
③| 恒 | 避 司 qmm き sl や つ は バカ だ 。 「 は 」 に 相当 
④| q 呈 | 婦 ま mH md 生き で W(1 | 彼 に は 一 文 も 残ら な か っ た 。 |「 さ え 、 も 、 す ら 」 に 相当 


名 詞 (主語 ) の 場合 
(1) a. 革 紅き | 「 僕 も チャ ー イ を 飲む 。 」 
b. 革 mdHdT き | 「 僕 だ け チ ャ ー イ を 飲む 。 」 
c. 革 司 4 dd | 「 僕 は チャ ー イ を 飲む けど .… ( 例 : あな た は 飲む の ? ) 。 」 


名 詞 (目的 語 ) の 場合 

(②) a. 半 ヨ 叶 T | 「 僕 は チャ ー イ も 飲む 。 」 
b. 革 qq  T る | 「 僕 は チャ ー イ だ け 飲 む 。 」「 チ ャ ー イ し か 飲ま な い 。 」 
c. 革 4 i dd | 「 僕 は チャ ー イ は 飲む けど .… ( 例 : コー ヒー は 飲ま な い ) 。 」 


形容 詞 の 場合 
(3③) a. 4 sl se 外地 る RT 芽 を |「 こ の サリ ー は よく も あり 、 安 くも ある 。 」 之 「 こ の サリ ー は 
いい し 、 安 い 。 」 
b. ISl ss 放 娠 き 1「 こ の サリ ー は と て も いい 。 」 
c. Je IS ss き .「 こ の サリ ー は いい ん だ けど .… ( 例 : 値段 が 高い ) 。 」 


動詞 の 場合 

④ 4 mi 伯 時 生き る 生 寺 者 
あの 方 歌 書い て < 小 詞 > いる 歌っ て < 小 詞 いる 。 
「 あ の 方 は 歌 を 書き も する し 歌い も する 。 」 


3.2.2 特殊 な 居 入り 代名詞 一 覧 


直 格 形 | 強調 形 斜 格 形 強調 形 虹 場 所 | 強調 形 時 | 強 調 形 
指示 詞 ( 近 称 ) | 避 ノ 4 |q 叶 ノー 民 ノ 大 | 地 ノ 南 斑 EEI sa | mf 
指示 詞 ( 遠 称 ) | 殿 ノ き | ノー | コン | SW ノン き 者 | 玉 EEI dm | で 
疑 問 詞 | ロン 和博 / ン | 司 マ ン 本 T | 竹生 ノン 件 者 | 吾 「 El qq | * 
ポイ ント 

1) 一 語 委 化 し た 強調 形 に は 、 表 に 挙げ た 他 、 で am 十 古 一 d「 す べ て の 」、Q 十 古 = 
sl「 た っ た 一 つの 」 が ある 。 
2) な お 、 小 詞 と し て の す 5 の 使用 頻度 は 他 の 3 つ に 比べ 低い 。 
3.3 副詞 また は 副詞 句 
[P] ペル シャ 語 


以下 に 主 な 副詞 と 副詞 句 を 挙げ る 。 副詞 に 付記 し て いる 省略 記号 は 、[A] アラ ビブ ア 語 、 
、[H] ヒン ディ ー 語 (土着 語 ) を 指す 。 


サン スク リッ ト 語 


副詞 
st [A] sdST [S] 
eHT [P] de [S] 


吊 穫 - 吊 和 [H] 「 時 々 」 
4: [S] md: [S] RT [S] 「 一 般 的 に 、 普 通 」 
ddT [S] 「 ど うか 」 
3.3.2 副詞 句 
後 置 詞 句 、 分 詞 句 に よる 副詞 句 
saTHK 表 「 一 般 的 に 、 普 通 」 
如 IH K 下 。 全 STV で J す , gdt。 本 SI9et  「 特 に 、 と り わ け 」 
> T 科 一軸 王寺 「 て の お か げ で 」 
す 和 ノ Heat 中 「 慈 悲 を し て 」 之 「 ど うか 見 
否定 辞 と 共 起す る も の 
facsq TH RT 一 d 「 全 然 て な い 、 全 く 一 な い 、 
生き ーー dEI 「 誰 も な い 」 
生計 〇 〇 ー 1 「 何 の つ 〇 も て な い 」 
マン 9 枯 一 df 「 何 も て な い 、 少 し も な い 」 
きる 〇 〇 ~ | 「 少 し の 〇 〇 も て な い 」 


「 必 ず 、 絶 対 」 


「 い つも 、 常 に 」 


叶 以下 4.3.4 を 参照 。 
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絶対 な い 」 


、[S] 


吊 穫 一 


「 決 し て 一 な い 」 
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4 動詞 


4.1 動詞 の 非 定形 

形 態 | 格 : 性 ・ 数 | rm「 な る 」| mm「 行 く 」| mW「 は る 」 
語幹 | ( 無 変化 ) 刀 て 

直 格 : 男性 ・ 単 数 gi LEI El 
不定 詞 | 直 格 : 男 性 ・ 複 数 El II ECI 

直 格 : 女性 ・ 単 数 複数 Epll ( も ) ECll 

斜 格 RI 5 ESG| 

直 格 : 男性 ・ 単 数 gIdT TaT ER 
未完 了 分 詞 | 直 格 : 男性 ・ 複 数 RI II ECI 

直 格 : 女性 ・ 単 数 複数 gldi qidT ECGll 

斜 格 RI II Q 

直 格 : 男性 ・ 単 数 3 LIPII IE 

直 格 : 男性 ・ 複 数 gn GR ( 横 ) 作 G ( 皇 3) 
完了 分 詞 | 直 格 : 女 性 ・ 単 数 に 世 (TT) El 

直 格 : 女性 ・ 複 数 避 基 (TT) El 

穫 格 @ mm ( 李 ) 1G (184) 
ポイ ント 


1) 不定 詞 は 動 名 詞 と 同じ 形 。 これ を 定形 の 述語 動詞 と し て 使用 する と 、 後 述 の 命令 表現 
に 使用 され る 。 


2) 未完 了 分 詞 は 語幹 (不定 詞 か ら - 和 を 除い た 形 ) に -I, - す ,-H を 付加 する 。 

3) 未完 了 分 詞 は 事象 の 未完 了 性 を 表し 、 形 容 詞 的 ( 連 体形 に 相当 ) に 名 詞 を 修飾 し た り 、 
副詞 的 (連用 形 ち し く は 「 一 て 」 形 ) に 文 を 修飾 し た りす る 。 ま た 、 こ れ は コピ ュ ラ 
の 現在 時 制 と 併せ て 、 現 在 時 制 に 使用 され る 。 (以下 の 動詞 の 活用 表 を 参照 。 ) 

4) 完了 分 詞 (過去 時 制 ) は 語幹 (-m を 除い た 形 も し く は 完了 分 詞 専用 の 語幹 ) に 、 完 
分 詞 の 語尾 -, -, - 芽 ,- 攻 (母音 語幹 用 ) か -T, - せ ,- き ,- き (子音 語幹 用 ) を 付 
加 す る 。 

$) な お 、 完 了 分 詞 は 、 定 形 述 語 で 使用 され る と 単純 過去 時 制 を 表す 。 表 内 に 直 格 : 女性 


・ 複 数 と し て 挙げ た - 芽 ノ - き の 形 は 、 実 際 そ の 時 の み に 現 れる 形 。 こ れ は 、 ヒ ン デ ィ 

語 で は 文末 に 来る 述語 動詞 で 数 の 区 別 を 表示 する た め 、 特 に 女性 形 で 違い が 明らか 
に な る 。 例 ) IST asf き | ITST se1 き | RT ed qa 本 の 釘 HdT STdT q 
T's | 

6) 完了 分 詞 が 非 定形 で 使用 され る 場合 は 事象 の 完了 を 表し 、 未 完了 分 詞 と 同じ く 形 容 詞 
的 も し く は 副詞 的 に 使用 され る こと が ある 。 

7) 完了 分 詞 の 語尾 - 全 ,- 式 ,- 式 は 、 現 代 で は それ ぞ れ - せ , - き , - き と 表記 する こと が 
多い 。 


| 
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4.2 定形 動詞 の 活用 例 


A) で IT [コピ ュ ラ 変化 と 自動 詞 変化] 


A-1) コピ ュ ラ Im : 名 詞 十 「 だ 」, 形容 詞 十 「(zero)」 , 動詞 十 「 あ る プ い る 」 


| 直 説法 | 条 件 / 仮 定 法 || 命令 法 

時 制 | 人 称 | 単 数 | 複 数 | 単 数 | 複 数 

1 em (em) あ 避 
未来]| 2 em eg | 本 , 本 

3 で TT Ra 回 本 放 

1 る き ei el 
現 在 | 2 き 基き ei RGI 

償 | 間 き gi RI 

1 定 (E:) 生 (F: 引 ) 9 
過去]| 2 定 (FE:  (F: 引 ) な し 

3 殺 (F: 呈 ) (FE: 中) 

A-2) 自動 詞 守 TP :「 な る 」 
| 直 説法 | 条件 仮定 法 | 命令 

時 制 | 人称 | 単 数 | 複 数 | 単 数 | 複 数 

1 ls ( き m) BE2 
未 来 | 2 | wm au 回 刀 

3 | WT MI 回 回 

1 
現 在 || 2 な 愉 な し 

3 

1 3 (F:@ る ) き Q (F:@3) き +ldl  。 @+@d 
過 去 || 2 3 (F: る 5) る G (F:g) | で 害 +ldl 思 +@9 

3 3 (F:@ る ) き Q (F: る ) き +ldl C+@d 
ポイ ント 


1) 上 記 の 表 に つい て 、 IF] は 女性 形 を 表す 。 

2) A-1 は コピ ュ ラ 変化 を 表す 。 現 在 時 制 を 表す の は コピ ュ ラ の み 。 
3) A-2 は 日 本 語 の ナル 動詞 (自動 詞 ) に 対応 する 動詞 変化 。 

4) A-2 の 直 説 法 過去 以外 は A-1 に 同じ 。 


*%2 特殊 な 意味 に な る 。8.2 を 参照 。 


B) 規則 変化 動詞 


B-1) 自動 詞 一 母音 語幹 qHTTT :! 来 る 」 


直 説法 | 条件 / 仮 定 法 合 令 法 
時 制 | 人 称 | 単 数 | 複 数 単 数 | 複数 
未 来 ]| 2 3TCTT IEIU 了 ESIUUI 3TG aTsT, 3 
3 GT sm SG SG 
1 ll る as る EEI ERI EIEI 
現 在 | 2 af き sm 本 居 ノ き sd sa 
3 sfdT き as 本 き ERII EIC 3ITSU 
1 EIC ELM TI+ る IT saG+@ 
過 去 || 2 EIPII EL ST+ る IT 3IC+e9 EIEAKII 
3 き TT き TU 3aTT+ る IdT STG+ る 9 
B-2) 自動 詞 一 子音 語幹 宮 qq :「 動 く 」 
| 直 説法 | 条 件 / 仮 定 法 合 令 法 
時 制 | 人 称 | 単 数 | 複数 単 数 | 複 数 
1 | sm EE EE 翌 
未来 | 2 | sm ae | eq に 
3 EE EE ョ q El 
1 qcqdT る 和 き qqT EE ョ qT 
現 在 | 2 df き 。 mwQ 乱 ノ き | ER 
3 qqq1 き 9 き EC ECI に II 
1 ゴ qT ョ qq + IdT コ q+ で 9 
過 去 2 qqT に Cl ヨ 「+ IdT ヨ 寺 + で に III 
3 ゴ qT ECI ECIE 二 ll qq + で 9 
B-3) 他動詞 一 母音 語幹 YY : 「 食 べ る 」 
直 説法 | 条件 仮定 法 合 令 法 
時 制 | 人 称 | 単 数 | 複 数 単 数 | 複 数 
来 : 来 | .2 KEILKIII KGIEII 只 と ILII gIu KGIEI 際 と ILM cll 
3 IT IMAI IM KIM 
は qidT き  qQ き EICI II IE 
現 在 | 2 qidf き qq 居 ノ き gdI q 
3 qIdf き 生き IdT cl tcIEAM 
男性 IT qIU KCIPIE 二 ll qI+ き 
過 去 KEIEAAII 
女性 IE IE q き +I KSIE を まま 
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B-4) 他動詞 一 子音 語幹 SeqT :「 言 う 」 
| 中 説 法 | 条件 / 仮 定 法 | 命令 法 
時 制 | 人 称 | 単 数 | 複数 単 数 | 複 数 
1 El | End Ed 
未来 | 2 | Rm RI. | | 5 
3 中 Wi Ei き 
1 ef る 中 さき edT El Endl 
現 在 | 2 ee る Ss 還 司 ノ き | seq ed 
3 edf き sd き eq ed EEA 
男性 中 ED gl+ る If 叶 き +g 
過 去 EAI 
女性 El ei 中 +ldt 呈 寺 +gli 


1) B-1. B-2 は 自動 詞 、B-3, B-4 は 他動詞 の 例 。 
2) 他動詞 以外 で は 女性 形 は 省略 。 上 記 41 を 参照 。 
3) 他動詞 の 過去 形 は 完了 分 詞 ( 非 定 形 ) と 同じ 形 。 


4) 他動詞 の 過去 形 は 完了 分 詞 ( 非 定 形 ) は 、 人 称 に よる 変化 は し な くり 、 性 ・ 数 の み で 


変化 を 起こ す 。 


C) 不 規則 変化 動詞 


C-1) 自動 詞 一 母音 語幹 TTY :「 行 く 」 
直 説法 | 条件 / 仮 定 法 | 命令 法 
時 制 | 人 称 | 単 数 | 複 数 単 数 | 複 数 
未 来 | 2 5IUKIII SIEII 際 IL Iu Ta, 〒T 
3 Cm mIQ qIQ 
1 If を さき III II IEII 
現 在 | 2 It き 本 本 司 ノ き md II 
3 lt き さき II II IEAM 
1 KCII NN TI+ る IT YR+9 
過 去 | 2 mm UM THT+eIdf G+ LENUI 
3 IP YG THT+ る IT  YQm+ を 9 
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C-2) 他動詞 一 母音 語幹 HIq : 「 飲 む 」 


| 直 説 法 | 条件 仮定 法 | 命令 法 
時 制 | 人 称 | 単 数 | 複 数 単 数 | 複 数 
未 来 || 2 Tem fast, | fo IECI 了 IM kl 
3 | fem 拍 寺 fo fi 
1 | 9 る 再 き EE ER fm 
現 在 | 2 tm を 。 生き | mm EII 
8 Hit き を 9 き iq KIGI II 
男性 fm fe THT+gIqT TR + 3 
過 去 KEIIII 
女性 本 本 本 +gi 本 +gIdi 
C-3) 他動詞 一 母音 語幹 宙 TT : 「 触 れる 」 
| 直 説 法 | 条件 仮定 法 | 命令 法 
時 制 | 人 称 | 単 数 | 複 数 単 数 | 複 数 
3 | WT WW 下 事 
1 | きき 事 き @T @ EAI 
現 在 | 2 mf き ノ き | Wi El 
3 る 絞 き @ El MM 
男性 3 u マ 3T+ き IT C+ で 9 
過去 EEul 
女性 | 豆 記 村 +elt 太 + き Ii 
C-3) 他動詞 一 母音 語幹 :「 与 える 」 
| 直 説法 || 条件 / 仮 定 法 命令 法 
時 制 | 人 称 | 単 数 | 複数 単 数 | 複数 
1 EN El rcS さき 
未来 | 2 | mm UE き 生き E 
3 EN EN き き 
1 | sm る 幸 き sm 詩 | 
現 在 || 2 る 調 娠 ノ き | sm 
3 if る El 9 EID 
男性 ECI fu ECIE 生 l Te + 
過 去 II 
女性 Ei Ei 邊 + で II 慎 +di 
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C-$) 他動詞 一 母音 語幹 愉 m' :「 取 る 」 


1) C-1 の み 自 動詞 、 残 り は すべ て 他動詞 の 例 。 


2) B 
3) B 
4) B 

数 の み で 変化 を 起こ す 。 


同様 、 他 動詞 以外 で は 女性 形 は 省略 。 
同様 、 他 動詞 の 過去 形 は 完了 分 詞 ( 非 定形 ) と 同じ 形 。 
同様 、 他 動詞 の 過去 形 は 完了 分 詞 ( 非 定形 ) は 、 人 称 に よる 変化 は し な くり 、 性 ・ 


| 直 説法 || 条件 / 仮 定 法 | 命令 法 
時 制 | 人 称 | 単 数 | 複 数 単 数 | 複 数 
1 ul qT RI RI 
未 来 ]| 2 qr qid | q RI 
3 q di Ki Ki 
1 | ams 届き EEI EE RI 
現在]| 2 mf きる 約 娠 ノ き | mi ER 
3 df る 。 q き de q KIIEIM 
男性 | fsm fe fsfm+ ld Im+ed 
過 去 difem 
女性 | 症 Ell 中 +dl +edf 
C) 他動詞 一 子音 語幹 字 cTP :「 す る 」 
| 直 説法 | 条件 / 仮 定 法 命令 法 
時 制 | 人 称 | 単 数 | 複数 単 数 | 複 数 
1 | sm 憎 E5S Et 
未 来 | 2 ESII ENI 遇 Cl EC EN 首 cm En 
3 | 球 m ERSl En Eo 
l <dI る 中 ③ き EEGI EEC EN 
現 在 | 2 df き 。 s 居 ノ き | EKGI 
3 sf き si さき Ell ECG お Rie 
男性 | 佑 本 IE 全 + で ld G+ 
過 去 EAI 
女性 El El 寺 + き it 圭 + き di 


$) 過去 時 制 (完了 分 詞 ) で は 、 長 母音 - ぶ 語幹 は 短 母 彰 の - さ 語幹 に 交替 する 。 

6) 過去 時 制 (完了 分 詞 ) で は 、 長 母音 - き , - で 語幹 は 、 短 母音 - ミ に 交替 する 。 過去 時 制 
(完了 分 詞 ) の 女性 形 の 場合 は 同化 を 起こ す 。 
例 ) 本 > 休 - 十 き = 丁 


ュ ン 
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語幹 只 も 、 過 去 時 制 (完了 分 詞 ) で は 短 母音 - ざ に な る 。 


43 動詞 の 派生 形 と 自動 詞 、 他 動詞 


4.3.1 ヒン ディ ー 語 の 動詞 派生 形 [ 他 動 化 接辞 -』 と 使役 接辞 -va' (し ば し ば ~' ) ] 


生産 (派生 ) 型 語 箇 化 型 
動詞 | 他動詞 | 他 動 化 接辞 使役 接辞 動詞 他動詞 | 他 動 化 接辞 | 使役 接辞 
ー ー ー ー = ー ー 寺 寺 
回 還 記 ー ーー ANAN 

トー SN Sal sbi sl ( 〇 EE 
- Su 5 MM skulul (の TaTTT 
人 ー WT き sk sk ( つ ) EREIEI 
員 ー Sel ki ks ( 〇 EE TE 
3 Ss be kgisl ( 〇 EE 
ー ー ー ー ES ks (ご ) CcIGIl 
ー ー 加 Ms Hf (ー) KEIEII 
gl (fegm) Ell 人 gr IEtcEIIM 
Rm mr | (mr | 合 mamm 
5 間 mRTT | CHD | Ram 
Si SRqt | (GrD | SeRqm 
ST wm (WTD KEIbll 
kckull kclcll (@qT) KeKEIGl 
ー kclbll 協 qrT に ー ー eo 二 語 = 
還 mT frdT Ra 寺 ュー 
加 Eoll IEtslgll 信 qaT ー 2 9 
記 El な し IEEIEIEIclll 
還 mm | mm 人 PT 
ー Tl fm EL 
Ectvll EEGkll に El ce 
ku KT EANpl EACIEll 
< 信 gqt も あり 。 
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ポイ ジン ド 


1) 他 動 化 接辞 は 自動 詞 を 他動詞 に 、 他 動詞 を 人 が 介在 し な い 、 い わ ば 半 使 役 動詞 に す 
る 。 人 等 が 介在 する 使役 動詞 は 、 使 役 接辞 "vs (も の に よっ て は "lg が 出現 する 。 gm 
(fegr) を 参照 ) を 付け る 。 な お 、 基 本 的 に これ ら は 付加 すれ ば 動詞 を 生産 的 に 派生 で 
きる が 、 実 際 に その 動詞 形 を 使用 し て いる か どう か は 別 で ある こと に 注意 する 必要 が 
ある 。 


2) 接辞 は 動詞 の 語幹 に 付く が 、 語 幹 自体 が 音韻 変化 を 起こ す も の も ある 。 
iT「 寝 る 」> SiT「 寝 か す ノ 寝かせ る 」> qaTTT「 寝 か させ る 」 


3) 生産 型 は 、 自 動詞 また は 他動詞 を 起点 と し て 派生 させ た も の 。 

sr「 走 る 」> ぎ rmT「 走 ら す ノ 走 ら せ る 」> 本 sqTT「 走 ら さ せる 」 

iTT「 食 べ る 」> amT「 食 べ さ す ノ 食べ させ る 」> 協 qqrmT「 (人 等 を 介し て ) 食べ させ る 」 
4) 生産 型 で ある stTT「 す る 」 は 、 派生 形 TT「 さ す プ させ る 」 と SdTTT「 (人 等 を 介し 
て ) させ る 」 が ある 。 前 者 は 使役 の 行為 者 が 明示 され て いな い 場 合 に し ば し ば 使用 さ 
れる 。 ま た 、 使 役 接辞 -v を 使う 場合 、 実際 に 動作 を 行う 人 は で 表す 。 例 ) @ 本 * 
せ sr さき | 「 私 た ち は 召 使 に チャ ー イ を 作ら せる 。 」 
語 某 化 型 に 分 類 し た sTTT「 来 る 」 と TTT ! 行 く 」 に は 使役 接辞 を 付け る こと が で き な 
い が 、 別 の 語 箇 動 詞 qr「 送 る 」 で 代用 させ る こと が で きる 。 例 )「 人 を 送る 」「 行 
か せる 」、「 人 に 人 を 送ら せる 」 愛 「 来 させ る 」 


語 臣 化 型 に は 、 ① 他 動 化 接辞 が 付い た も の が 他動詞 語 貢 に な っ た も の 、@ 自 動詞 、 他 動 
詞 、 他 動 化 接辞 、 使 役 接辞 の 四 種類 が すべ て 存在 する も の 、③ 他 動詞 に 他 動 化 接辞 が 
付い た も の が 語 某 化 し た と いえ る も の 、 ぐ ③④ 自 動詞 と 他動詞 が 同形 で 、 そ れ に 他 動 化 接 
辞 、 使 役 接辞 が 付く も の 、 の 四 種 類 あ る 。 

①sRmT「 鳴 る 」> RTTT「 鳴 ら す 」> aqTTT「 (鳴ら さす ) 鳴ら させ る 」 

② hg ノ 食 wT「 見 える 」> き grTT「 見 る 」> 令 grT「 見 せる 」> 令 cr「 見 させ る 」 

③Te_l「 読 む 、 学 ぶ 」> derdT「 教 える 」(「 読 ます 」 か ら の 語 功 化 」> TeqlTT「 (人 に ) 読ま させ る 

教え させ る 」 
③④ qaqdT「 変 わる 」> qGqmT「 変 える 」> eqlTT「 変 えさ す ノ 変え させ る 」> GeqdTTT「 (人 等 を 介し 
て ) 変え させ る 」 


$ 


ュ ン 
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ュ ン 


語 某 化 型 の 他 動 化 接辞 が 付い た も の ( 司 srmT, RTTl, SdtIT 等 ) は 、 実 際 使 用 され る こと は 稀 で ある 。 
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4.3.2 自動 詞 と 他動詞 の 単純 過去 (通常 の 主語 表示 と 能 格 告 に よる 表示 ) 


邊 動詞 
主語 (目的 語 な し ) 動詞 (完了 分 詞 ) 


例 ) 填 人 s 計 Td wt | 「 僕 は 去年 イン ド へ 行っ た 。 」 


他動詞 
主語 十 生 目的 語 動詞 (完了 分 詞 ) 


例 1 ) qf 対 Cf qq det Ts Ki | 「 そ こ で 僕 (私 ) は 、 と て も きれ いな サリ ー を 一 枚 買っ た 。 」 
例 2 ) IT す 本 本 怖  HfeT| 「 シ ー タ ー は 、 自 分 の 弟 を 叩い た 。 」 


0 に 


ポイ ント 


1) 自動 詞 の 例 の よう に 、 動 詞 の 完了 形 は 、 従 来 どおり 動作 主 で ある 主語 に 一 致す る 。 例 : 半 つ 
THT (男性 ・ 単 数 形 ) 
2) 例 1 の よう に 、 動 詞 の 完了 分 詞 は 目的 語 (文法 上 の 主語 ) に 一 致す る 。 例 1 で は 如き (女性 
・ 単 数 形 ) つつ 本 民 I (女性 ・ 単 数 形 ) 
3) 例 2 の よう に 、 目 的 語 (文法 上 の 主語 ) に 後 置 詞 1 (3 mw 本 証 ) が 付い た 時 点 で 、 文 法 上 
の 主語 に な る 資格 を 失う 。 こ の よう な 場合 、 文 法 上 の 主語 不在 と な り 、 動 詞 の 完了 分 詞 は 常 
に 男性 ・ 単 数 形 (IT (男性 ・ 単 数 形 )) を 使用 する 。 


4.3.3 動詞 の 複合 時 制 一 般 
1. 未完 了 分 詞 十 コピ ュ ラ 


コピ ュ ラ 未来 形 推定 、 推 量 を 表す 。 
て HH IT 切 R TH 1「 ラ ー ム は ギー タ を 愛し て いる の だ ろう 。 」 


コピ ュ ラ 現在 形 一 般 的 な 現在 時 制 を 表す 。 日 本 語 の 「 一 て ・ い る 」 相 当 。 
て HH IGT 切 K 呈 IT き |「 ラ ー ム は ギー タ を 愛し て いる 。 」 


コピ ュ ラ 過去 形 一 般 的 な 過去 時 制 。 日 本 語 の 「 一 て ・ い た 」 相 当 。 
TH IT 切 R GT 打 |1「 ラ ー ム は ギー タ を 愛し て いた 。 」 
2. 完了 分 詞 十 コピ ュ ラ 


コピ ュ ラ 未来 形 。 推定 、 推 量 を 表す 。 
3 de Tcd St や 紅き TH 1「 あ な た は あの 映画 を 間違い な く 見 た こと で し ょ う 。 」 
TH 暫 S[ 3 和 T TTT1「 ラ ー ム は 喜ん だ だ ろう 。 」 


コピ ュ ラ 現在 形 発話 時 点 で 行為 、 事 柄 が 完了 状態 で ある こと 表す 。 
qTT sm TH gm 呈 5 fo 穫 を?「 ア ー ミ ル ・ カ ー ン の 映画 を 何 か 見 た こと あり ます 
か 。 」 


コピ ュ ラ 過去 形 発話 時 より 過去 の ある 時 点 で 行為 、 事 柄 が 完了 状態 で あっ た こと を 表す 。 
憶 人 cH em 二 穫 害 |「 私 は あの 映画 を 子供 の 頃 見 た (すでに 見 て いた ) 。 」 


3. 語幹 士 GT (< く 選定 ) 十 コ ピュ ラ 


コピ ュ ラ 未来 形 進行 中 の 行為 、 事 柄 の 推量 、 推 定 。 
de TI て て ET SHT|「 あ いつ は 何 を し て いる と ころ だ ろう か 。 」 


コピ ュ ラ 現在 形 現在 進行 中 の 行為 、 事 柄 を 表す 。 
3 thcH Sg tl き |「 あ いつ は ( 今 ) 映画 を 見 て いる 。 」 
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コピ ュ ラ 過去 形 過去 に 進行 中 の 行為 、 事 柄 を 表す 。 
3 tcH SeI 釘 |「 あ いつ は (あの 時 ずっ と ) 映画 を 見 て いた 。 」 


ポイ ント 


1) 未完 了 分 詞 あ る い は 完了 分 詞 に 付く コピ ュ ラ 未来 形 は 、 日 本 語 の 「 し て いる ・ だ ろう 」 
の 「 だ ろう 」 相 当 。 

2) 完了 分 詞 十 コピ ュ ラ 現 在 形 は 、 日 本 語 の 「 一 て ・ い る ある 」 相 当 で 、 結 果 や 経験 の 
意 を 表す こと も ある 。 

3) 完了 分 詞 十 コピ ュ ラ 過去 形 は 、 日 本 語 の 「 一 て ・ い た あっ た 」 相 当 で 、 上 同様 結果 
や 経験 の 意 を 表す こと も ある 。 


4.3.4 文 と 文 の 並列 表現 ! 一 て (か ら ) 、.…。 」 (動詞 語幹 十 接続 分 詞 '- ぐ .…) 


例 1) 本 tgTmTT| 「 手 を 洗っ て 、 ご は ん を 食べ な さい 。 」 
例 2) す qHT qq 本 mm 二 < sIC| 「 こ の 人 た ち は は ヤム ナー 河 で 洒 浴 し て 戻っ て 来 た 。 」 
ポイ ント 
1) 接続 分 詞 - 宮 て は 、* て TI か ら の 派生 接辞 の 一 種 と 考え られ る 。 
2) この -dX は 、 口 語 で は - 呈 で 発音 され る こと が 多い 。 例 1) gt > 名和 
3) 接続 する 動詞 語幹 が 「 す る 」 の 場合 は 、m<「 し て 」 の よう に - 呈 と な る 。 


4) 接続 分 詞 を 使用 せ ず 、 動 詞 語 幹 で 連用 形 の 中 止 法 の ご と く 使 用 され る こと も ある 。 例 ) 
き gt_sag「 見 て ( 、) 」 つ 「 見 (、) 」 


4.3.5 名 詞 ノ 形容 詞 十 TI: ス ル 動 詞 プ で Tl: ナル 動詞 


名 詞 十 CT : スル 動詞 で : ナル 動詞 
例 1) 1 3 す 3 て sr 圭 | 「 私 の 娘 は アジ ャ イ と 結婚 し た 。 」 (スル 動詞 型 ) 
例 2) 1 de 記 | sdT st 可 T 吾 | 「 私 の 娘 は アジ ャ イ と 結婚 し た 。 」 (ナル 動詞 型 ) 


形容 詞 十 て TI : スル 動詞 IT : ナル 動詞 
例 3) | 本 Te 尾 本 | 「 私 の 母 は 戸 を 閉め た 。 」 (スル 動詞 型 ) 
例 4) qrmT' sgml 「 戸 が 閉まっ た 。 」( ナ ル 動 詞 型 ) 
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ポイ ント 
1) 例 1 は 、 日 本 語 の 「 漢 語 名 詞 ( 二 字 熟語 ) 十 す る 」 相 当 の 表現 で ある 。 こ の 表現 は 、 頻 
繁 に 使用 され る 。 例 ) 本 STT (= em) 「 勉 強 す る 」 、K KTT「 愛 する 」、 き KK 
で TT「 待 つこ と 十 す る = 待つ 」 等 。 
2) 例 2 は 例 1 の ナル 動詞 型 。「 一 と の 結婚 が な る (起こ る ) 」 が 原義 。 
3) 例 3 は ささ 「 閉 まっ た 状態 の 」 と いう 形容 詞 と <TT の 組み 合わ せ で 、「 閉 まっ た 状態 に 
十 す る 」 テ 「 閉 め る 」 に な る 。 
4) 例 4 は 、qq さ と で IT の 組み 合わ せ で 、「 閉 まっ た 状態 に - 十 する 」=「 閉 まる 」 に な る 。 こ 
れ も る 使用 頻度 が 比較 的 高い 表現 で ある 。 


4.4 命令 、 依 頼 、 禁 止 の 表現 
ディ ー 語 で 命令 、 依 頼 を 表す 場合 、 命 令 法 の 形 (4.2 の パラ ダイ ム を 参照 ) ある い は 動詞 の 不定 詞 の 形 を 
使う 。 禁 止 表 現に つい て は 、 禁 止 を 表す 否定 辞 コ また は Q を 命令 形 や 不定 詞 と 併せ て 使用 する 。 


4.4.1 命令 法 の 形式 を 用 いた 命令 、 依 頼 の 表現 
以下 、 動 詞 qqql「 話 す 」 を 例 に 命令 形 、 依 頼 形 の 作り 方 と 用 法 に つい て 示す 。 


qq 「 話 す 」 
2 人 称 代名詞 と 命令 形 の 対応 
2 人 称 | 形式 の 対応 説 明 
3 af 語根 (この 場合 qq) に - 到 語尾 を 付け る と 、 一 般 的 に 丁寧 な 命令 に な る 。 
3 EIIKNUII 上 の -&R 形 に さら に -m 語尾 を 付け る と 、「 一 くだ さい ・ ま せん か 」 の よう な 依頼 に な る 。 
(sT) (ISID 距離 を 保ち な が ら も 若干 親 し さ が 増 し た 場合 、TH に 、 以 下 で 使用 され る -3T 語尾 の 命令 
形 を 使用 で きる 。 
qH il 語根 に - 芽 語尾 を 付け る と 、 ぐ H (家族 や 友達 の よう な 親しい 間柄 で 使用 され る ) に 対応 し 
た 命令 に な る 。 
RI II 語根 の まま の 場合 、 さ に 対応 し た 命令 に こ な る 。 こ の は 、QH より も さら に 親密 な 間柄 ( 
様 も 含む ) 、 も し く は 身分 ・ 力 関係 に お いて 自分 より 低い 者 ・ 弱 い 者 に 対し て 使用 され る 。 


4.4.2 不定 詞 (- 生 語尾 ) に よる 命令 表現 


例 1) si 京 素 箱 TI「 今 日 、 う ち に 来 て ノ 来 る よう に 来る こと 。」 
例 2) 編 「 合 琵 委 和 TT1「 こ こ で タバ コ を 吸わ な いで ノン 吸 わな いよ うに ン ノ 吸 わな いこ と ! 」 
例 3) qf 合 定 』 和 Tm 1「 こ こ で タバ コ を 吸わ な いで 吸わ な いよ うに ン ノ 吸 わな いこ と 。 」 


ポイ ント 


1) 通常 、 日 本 語 の 「 一 て (で ) 」 あ る い は 「 す る よう に 」、「 す る こと 」 の 意味 合い で 使用 
され る 。 
2) この 用 法 で は 、 不 定 詞 が 語形 変化 する こと は な い 。 
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4.4.3 禁止 表現 


例 1 ) ef 休 c 』 TRG 1「 こ こ で タバ コ を 吸わ な いで くだ さい 。 」 

例 2 ) 5『 二 坊 ma 生 和 TI1「 こ こ で タバ コ を 吸わ な いで 。 」 

例 3) 弓 f 合 王 本!「 こ こ で タバ コ を 吸う な ! 」 

例 4) 5『 縛 玉 本 Tm1「 こ こ で タバ コ を 吸わ な いで ン 吸 わな いよ うに ノ 吸 わな いこ と 。 」 


1) 否定 辞 寺 は 丁寧 な 柔らか い 禁 止 を 表し 、Q は 禁止 命令 を 表す 。 
2) 例 1 に つい て は 禁止 の 度合 い が 強 けれ ば を 使用 する 。 

3) 例 2 に つい て は 禁止 の 度合 い が 低けれ ば を 使用 する こと も 可 。 
4) 例 4 に つい て も 禁止 の 度合 い が 低 けれ ば を 使用 する こと も 可 。 


5 与 格 主語 構文 


与 格 主語 構文 は 、 日 本 語 で いえ ば [人 に 〇 〇 が 述語 ] の 構文 を いう 。 こ の 場合 の 述語 に は コピ ュ ラ 、 自 
動詞 ( 語 茂 動詞 、 複 合 述語 せ ) が 使用 され る 。 こ れ は 、 ヒ ン デ ィ ー 語 で は [主語 動詞 の パタ ー ン 以上 に 、 使 
用 頻度 が 高い 構文 で ある 。 


5.1 [人 ] 十 [X (名 詞 ) ] + [Y (コピ ュ ラ ) ] 
5.1.1 X 三 感情 を 表す 名 詞 


例 1 ) q 圭 避 T き | 「 私 に 嬉し さ が あ る 。 」 妥 「 私 は 嬉し い 。 」 
例 2) SH 下る すき | 「 彼 ( 女 ) に 辛 さ が あ る 。 」 三 「 彼 ( 女 ) は 辛い の だ 。 」 


解読 


な お 、Y に ナル 動詞 る TT を 使う と 、「 喜 ぶ 」、「 辛 く な る 」 の 動作 動詞 に な る 。 
例 ) q 革 可 T 吾 |「 私 は 喜ん だ 。 」 

これ ら は 「 主 語 十 形 容 詞 士 コピ ュ ラ ンコ ピュ ラ 動 詞 」 で も 表現 で きる 。 以 下 を 参照 。 
例 ) 計る | 「 私 は 嬉し い 。」 
例 ) 圭 選 TI| 「 僕 は 喜ん だ 。」 


5.1.2 X 三 体調 、 病 気 に 関 わる 名 詞 
例 1) q 直 主計 き |「 私 に お 腹 に 痛み が ある 。 」 愛 「 私 は お 腹 が 痛い 。 」 
例 2) SH 二 mRK き | 「 彼 ( 女 ) は 高い 熱 が ある 。 」 
例 3) SH 居 Fm き | 「 彼 ( 女 ) は 風邪 を 引い て いる 。 」 


解説 
例 2 に つい て は 、Y に smT「 来 る 」 を 入れ て 「 熱 が 出る 」 の 意 を 表す 。 他 に も この 種 の 名 詞 は た くさ ん ある が 、 


ここ で は 割愛 する 。 通 常 、Y に は 本 か smTT (も し く は 両方 ) が 使用 され る 。 


5.1.3 X 三 その 他 抽 象 名 詞 
例 1 ) IT 3TT 中古 民 屋 wq き ? 「 何 か 困っ た こと が あり ます か 。 」 
例 2 ) q 寺 HT SHfe き | 「 私 に は その よう な 望み が ある 。 」 マ 「 私 は そう 望ん で いる 。 . 


33 名 詞 ン 形容 詞 プ 副詞 十 軽 動詞 (Tr, ITT, dm, T 
等 ) の 複合 体 を 指す 。 
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解 


この 構文 を 取る 代表 的 な 抽象 名 詞 と し て 、 困 っ た こと に 関連 する 信和 fdq、d ぐ eflm、 願 望 の さ rHIS、sTST が 挙げ ら 


れる 。 


5.2 [人 ] 宗二 [X (名 詞 ) ] + [Y (動詞 述語 ) ] 


5.2.1 Y ニ feu (不変 化 ) くき ml: 欲し い 、 必 要 
例 1) 飛 民生 IE |「 う ちの 息子 は チャ ー イ が 欲し い 。 」 
例 2) q TH sf ss feG | 「 私 は マン ゴー と グアバ が 欲し い 。 」 


5.2.2 Y 三 人 fact: (人 に 物 が ) 手 に 入る 、 (人 や 生き 物 に ) 出会う 
例 1 ) sei sl qIR 本 fidl き | 「 良 い サ リー は バー ザー ル で 手 に 入り ます 見 つか り ま す 。 」 
例 2 ) qq 届き sT fa | 「 昨 日 私 は ある 男の子 に 出会っ た 。 」 


5.2.3 Y=qHTTT: (人 に 何 か が ) 感じ られ る 、 (人 に 時 間 が ) か か る 
例 1) q 電 Td qrT き | 「 私 は 潟 き が 感じ られ て いる 。 」「 私 は 喉 が 潟 いて いる 。 」 
例 2) q 邊 mf qmT て き | 「 私 は 暑く 感じ られ る 。 」 ラ 「 私 は 暑い 。 」 
例 3) q 圭 性 qra ag 本 GE ThTT| 「 私 は 本 を 書く の に 一 年 か か る だ ろう 。 」 


5.2.4 Y 三 ITqT: (人 に 何 か が ) 来る や で きる 、 て に な る 、 出 る 、 な ど 
例 1 ) q 員 3 符 守 amdt き |「 私 に 英語 が 来る 。 」 逐 「 私 は 英語 が で きる 。 」 


例 2 ) dm 3 qt igK stTT を | 「 ひ どい 寒気 が 感じ られ 熱 が 来る 」 「 ひ どい 寒気 が し て 熱 が 出 


る 。 」 


お 8, すす お 377 3 が 7 7 
http://wwwscienceworld.in/dengue-lakshan-bachav-ke-upay 


例 3) 香箱 1 き | 「 私 に 眠 気 が 来 て いる 。 」 ラ 「 私 は 眠たく な っ て いき た 。 」 
例 4) q 告 TH 下 RT | 「 私 に ラー ム に 怒り が 来 た 。 」 且 「 私 は ラー ム に 腹 が 立っ た 。 」 


5.2.5 Y ニ hl, Grl また は 信 gT& STT / (複合 形 ) : (人 に 物 や 人 が ) 見 える 
例 1 ) 5「 TETs hgdT き | 「 こ こ か ら 山 が 見 える 。 」 
例 2 ) ET TETs 信 g 村 adT き | 「 こ こ か ら 山 が 見 える 。 」 
例 3 ) で き IT 令 q 村 sdf き ? 「 あ ん た は 何 が 見 える 。 」 
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5.2.6 Y ニ TI 民 Tl / qTT (複合 形 ) : (人 に 音 や 声 が ) 聞こ える 


隊 1 ) SH 中 古 朴 gel 呈 | sqTm TI at き | 「 彼 の 部 屋 か ら (いつ も ゃ ) 大 笑い する 声 が 聞こ える 。 」 
例 2 ) SH 訓 呈 恵二 Ge 中 | sqTm ST ST き | 「 同 上 」 


52.3 に つい て は THT「 暑 さ 」 の 他 、 る 5,q「 寒 さ 」、T「 喉 の 潟 き 」 、Hg「 空 腹 」 等 が 入れ 替え 可 で ある 。 
な お 、 き qK「 熱 」 、HqeTt, Ss 本,3qel「 吐 き 気 」 の 場合 は 、 動 詞 は TTY に な る 。 

5.2.2、3.2.4、3.2.5 の 「 手 に 入る 」、「 見 える 」 、「 聞 こえ る 」 は 、 一般 論 を 述べ る 場合 、 主 語 の 人 を 明示 する 必 
要 は な い 。 


52.4 の 食 q 怖 イン dsTT は 「 見 る こと 十 与え る ノ 生 じ る 」= ニ 「 」 の 複合 述語 で ある 。 別 の 表現 と し 
て msTT「 視 線 十 来る 」 ニ 「 見 える 」 も 使用 され る 。 
5.2.5 の 本 さ 和 T / TSTT も 、5.2.4 の 「 見 える 」 の 複合 形 と 同じ 要領 で 形成 され て いる 。 こ れ は 複合 述語 と 
な り 、 本 来 な ら 次 節 で 扱う と ころ だ が 、 便 宜 上 ここ で 挙げ る 。 


5.3 [人 ] 尼 十 [X (名 詞 ) ] + [Y (複合 述語 ) ] 


5.3.1 Y 三 HG [M( 男 )] 「 好 み 」 す コピ ュ ラ : 好 きだ 、 好 み だ 
隔 1 ) q 寺 TE Hs き | 「 私 は この 場所 が 好き だ 。 」 


な お 、Y に 動詞 saTTT「 来 る 」 を 使用 する と 、「 気 に 入る 」 の 意 に 変わ る 。 


還 2 ) 本 5 Te RG 村 計 | 「 私 は この 場所 が 気に入っ た 。 」 


5.3.2 Y 三 ddT [M( 男 )] 「 情 報 」 コ ピュ ラ : 知 っ て いる 
例 1 ) d 寺 dq 9 IT き | 「 私 は 、 何 も か も 知っ て 分 か っ て いる 。 」 


な お 、Y に 動詞 TTT「 進 む 」TTT「 付 く 」 を 使用 する と 、「 分 か る 」 と いう 意味 を 表す 。 


例 2 ) q 司 E 3T TI 「 私 は 、 そ の こと が 分 か っ た 。 」 


5.3.3 Y 三 TS[F( 女 )] 「 記 憶 」+ コ ピュ ラ : 覚 えて いる 
隔 1 ) 村 6 TE < き | 「 私 に この 場所 (が ) 記憶 に ある 。 」 且 「 私 、 こ の 場所 を 覚え て いる 。 」 


な お 、Y に 動詞 3TTT「 来 る 」 を 使用 する と 、「 思 い 出 す 」 に 意味 が 変わ る 。 


例 2 ) q 寺 ERTE TS 本 | 「 私 は この 場所 記憶 が 来 た 。 」 之 「 私 は この 場所 を 思い 出し た 。 」 
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5.3.4 Y 三 TH [Adj( 形 )] 「 知 っ た 分 か っ た 状態 の 」 十 コピ ュ ラ : 知 っ て いる 
例 1 ) q 寺 TH TH TH | 「 私 は あな た の 名 前 を 知っ て いま す 。 」 


な お 、 ナ ル 動 誤 に すれ ば 「 知 る 分 か る 」 に な る 。 ち な み に 、HIctH の 同義 語 は で ある 。 
例 2 ) q 千 ET TH き 3TT | 「 私 は これ が 正しい と 分 か っ た 。 」 
5.3.5 Y 三 CT [Adj( 形 )] 「 得 られ た 状態 の 」 十 コピ ュ ラ : 得 られ て いる 
例 1 ) q 寺 THT TTY き | 「 私 に 平穏 が 得 ら れ た 状態 に ある 。 」「 私 は 平穏 で す 。 」 
な お 、 ナ ル 動 詞 に すれ ば 「 (自然 に ) 得る 、 手 に 入れ る 」 に な る 。 ちな み に 、 TI の 同義 語 は Tesg で ある 。 


例 2 ) さる mm TI 「 彼 ら は 知識 を 手 に 入れ た 。 」 


5.4 [人 ] 素 十 [X (不定 詞 句 ) ] + [Y (コピ ュ ラ ン 〒Ten ノ dsmi) ] 


5.4.1 Y ニ IT: コ ピュ ラ (命題 X が 存在 する ) 愛 [用 法 : 予 定 、 希 望 、 願 望 ] 
自動 詞 
例 1 ) q 員 fwT mm き | 「 私 は デリ ー へ 行く ノ 行 くつ も り だ 行き た い 。 」 等 


他動詞 


例 2) q 寺 THTTT き | 「 私 は お 金 を 稼ぐ ノ 稼 ぐつ も り だ 稼ぎ た い 。 」 等 

1 3 ) IT 本 寺 き 本 生き | 「 今 日 私 は 服 を 洗う 洗う つも り ン 洗わ な きゃ 。 」 等 
14) q 味 | 本 宣 き | 「 今 日 私 は サリ ー を 一 枚 洗う 洗う つも り ン 洗わ な きゃ 。」 等 
例 5) q 寺 TST 研二 き | 「 今 日 私 は サリ ー を 洗う 洗う つも り ン 洗わ な きゃ 。 」 等 


宮 補 


解読 


不定 詞 殺 内 に 目的 請 が 含ま れる 場合 は 、 そ の 目的 語 で ある 名 詞 の 性 ・ 数 と 不定 詞 の 語 容 詞 変化 する 。 
例 2) RT [ML sg] = 中 HmTT [M, sg] 、 例 3) 8 き [M,pl] = 本 [ML ml] 


例 4) Tl [Esg] = 名 [Fsgpll 、 例 5) fsf [Epll = 印 軍 [Esgpl 
以下 54.2、5.4.3 で も 同じ ルー ル が 適用 され る 。 
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5.4.2 Y ニ eu: 必 要 (命題 X が 必要 と され て いる ) 愛 [用 法 : 義 務 、 責 務 ] 
自動 詞 


例 1 ) q TagTt feGI 「 私 は 先 に 進ま な けれ ば な ら な い ン ノン 進 むべ きだ 進ま な きゃ 。 」 等 


他動詞 


例 2) q 千 am sl Kiedt mfeGI 「 私 は 今日 サリ ー を 買わ な けれ ば な ら な い ノ 買う べき だ / 買 わな 
きゃ 。 」 等 


5.4.3 Y ニ で 和 : あ る 生じ る (命題 X が 否応 な し に 生じ る ) 愛 [用 法 : 強 制 ] 
自動 詞 


例 1 ) qq f て き def mmT q 補 | 「 私 は 、 明 日 、 ま た あそこ へ 行か な けれ ば な ら な い 。 」 


他動詞 


例 2 ) q 司 下さ ⑬ 本 本 き | 「 私 は 昨日 自分 で 服 を 洗わ な けれ ば な ら な か っ た 。 」 
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6 助動詞 と 補助 動詞 


ヒン ディ ー 語 で 助動詞 と いえ る の は 、 語 幹 に 接続 し 可能 を 表す smT と 終了 を mf で ある 。 後者 は 単独 で 
も 「 終 わる 」 と いう 語 葵 動 詞 と し て 使用 され る こと も ある が 、 ほ と ん ど 使 われ る こと は な い “。 

補助 動詞 は 、 語 幹 に 接続 する も の 、 不 定 詞 斜 格 (-① 形 に 接続 する も の 、 未 完了 分 詞 、 完 了 分 詞 に 接続 する 
も の の 四 つ が ある 。 特 に 語幹 に 接続 する も の は 実際 は 様々 あり 、 中 に は 語 業 と 化し て いる も の も ある 。 こ こ で 
は 比較 的 生産 的 に 付け る こと の で きる 代表 的 な も の を 挙げ る 。 


6.1 語幹 に 接続 する 助動詞 


6.1.1 可 品 定 :「ー れ る られ る 、 一 で きる 」 
例 1 ) 寺 信二 hq df き | 「 僕 は ヒン ディ ー 語 を 話せ る 。 . 
例 2) qT 詩 で shf き ? 「 僕 、( 出 て ) 行っ て も いい で すか 。 」 
例 3) 司 , ms 計 居 | 「 あ あ 、( 出 て ) 行っ て いい よ 。 」 


6.1.2 す *m「 終 わる 」 ラ 「ー し 終わ る (既に ) 一 し て いる 」 


例 1) eT gmTTq 品 き | 「 僕 ら は も う 食 事 し 終わ っ た よ 。 」 
例 2) *TT sq 人 aq 3 圭二 「 二 人 と も も う 会 い 終 わっ て いる の か 。 」 マ 「 二 人 と も も う 会 っ た こ 
と ある の か 。 」 


6.2 語幹 十 補 助動詞 


ヒン ディ ー 語 の 補助 動詞 は 生産 的 な も の と そう で な いも の が ある 。 以下 で は 生産 性 の 高い も の か ら 挙 げ て 
いく 。 


6.2.1 TI「 得 る 」 ラ 「ー で きる な ん と か 頑張 っ て 一 する 」 
例 1) qT TH 3 定款 3THT7 「 お まえ 、 こ の 仕事 一 人 で (な ん と か ) で きる の か 。 」 
例 2) 童 q qE Hm 「 僕 は 昨日 この 仕事 を (頑張 っ た けど ) で き な か っ た 。 」 


解説 
日 本 語 の 「 一 し 得る 」 の よう な 表現 で ある 。 助 動詞 の で と よく 似 た 意味 合い で 使 月 


%4 現代 で は で H ITTf あるいは HTC T の 複合 述語 を 使用 する 傾向 に ある 。 


6.2.2 TI「 行 く 」 ラ 「ー て ・ し まう 、 と うと う プ や っ と … し た 」 等 


6.2.3 


6.2.4 


6.2.5 


例 1) TTYT れ TI 「 や つが (や っ と ) 来 た ぞ 。 」 

例 2 ) STH る 本 dsll-Ts1 qm TdT き | 「 夕 方 に な る や 否や 野菜 市 が 立つ 。 」 

例 3) 9 る 呈 本 CTTI 「 す べ て 正常 に な る 。 」 之 「 す べ て うま く 行 く よ 。 」 

例 4) 5 SK Sa se 生 合馬 mTI 「 一 匹 の 虎 が その 男 を 生き た まま 食べ て し まっ た 。 」 


解説 


ImT は 主 に 自動 詞 に 接続 し 、 完 了 や 完遂 の 意味 を 添加 する 。 こ の TI が 補助 動詞 と し て 付い て いな い 場 合 は 、 
単に 事実 を 叙述 し た 文 に な る 。 
例 1) 避 Rf TI 「 彼 は ここ に 来 た 。 」 
例 2 ) ds 穫 -St gi qt き ? 「 野 菜 市 は どこ に 立つ の か 。 」 
また 、 例 3 は 形容 詞 述語 の 文 だ が 、 コ ピュ ラ に TIm が 付く こと で 動 性 が 加わ り 、 ナ ル 動 詞 へ 変化 する 。 例 4 は 他 
動詞 が 使用 され て いる 例 だ が 、 事 柄 の 完了 と 同時 に 遺 懐 の 意 も 表し て いる も の と 考え られ る 。 


き T「 与 える 」 ラ 「ー て ・ し まう 、 き ちん と 一 する 、 も うー し た 、 一 て ・ あ げ る 」 等 
例 1 ) 填 aT | まず St ad qqT ST る | 「 あ な た に 少し 大 事 な 話 を し ます 。 」 
例 2) T で ママ qTT き 信 れ 7? 「 お 前 は あの 方 に も う 返 事 を し た か 。 」 


解 計 
き m を 補助 動詞 と し て 使用 する 場合 、 IT に 類似 し た 完了 、 完 遂 の 意 を 表す が 、 そ の 行為 が 話 者 か ら 外界 に 向 か 


う 意 味 合い を 含む 。 主 に 他動詞 に 使わ れる が 、 WT 「 笑 う 」 で TI「 泣 く 」 の よう な 自動 詞 に も 付加 され る 。 ま た 、 日 


語 の 授受 動詞 の よう に 、 相 手 の 利益 や 不利 益 を 想定 し た 「 一 て ・ や る 」 の 意味 合い を 添加 する こと も ある 。 


drT「 取 る 」 マ 「ー て ・ し まう 、 も う ノ と うと う … し た 、 き ちん と / な ん と か … す る 」 等 


例 1) 半生 軍 如き | 「 僕 は 牛肉 も (な ん と か ) 食べ られ る よ 。 」 
例 2) で H qq 本 Tl 「 ラ ー マ は (ちゃ ん と 、 と うと う 、 等 ) 復讐 を し た 。 」 


解説 


di を 補助 動詞 と し て 使用 する 場合 も 、TTT や き T に 類似 し た 完了 、 完 遂 の 意 を 表す が 、 行 為 に 自ら 能動 的 に 取 
りか か る 意味 合い を 含む 。 主 に 他動詞 に 付加 され る が 、 き T と 同様 、TqT「 笑 う 」 で qT「 泣 く 」 の よう な 自動 詞 に も 


付加 され る 。 ま た 、 日 本 語 の 「 一 て ・ み る 」 の よう に 、 状 況 把握 の た め に 行為 を 試行 する 意味 合い を 添加 する こと 
も ある 。 


3eqT「 (起き ) 上 が る 」 ラ マラ 「ー だ す 、 一 あがる 」 等 

例 1 ) ET * 穫 qid 3oT| 「 急 に 誰か が 話し だ し た 。 」 当 「 急 に 誰か が 声 を 上 げた 。 」 
例 2) qQT 訓 aT 居 TK 和 med き | 「 雨 季 が 来る や 否や 、 孔 雀 は 踊り だ す 。 」 

例 3 ) sqIT 中 呈 K 多 - 負 堆 SS1| 「 い き な り 車 が ゴー ゴー と 燃え だ し た 。 」 
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6.2.6 


6.2.9 


助動詞 と し て 使用 され る と 、 行 為 、 動 作 が 突発 的 に 始ま る 意味 合い を 添加 する 。 


Sr「 座 る 、 下 が る 」 ラ 「 (間違っ て 、 不 本 意 に ) 一 て ・ し まう 」 等 

例 1) 殿下 悦 1 人 | 「 彼 女 は 気 を た 失っ て し まっ た 。 」 

例 2 ) 半 aqwT fl 逢 さ rHTs STI 「 僕 は 不実 な 奴 に 誠実 さ を 望 ん で し まっ た 。 」 

例 3) qH T TTT ! < 本 qq 9 mf RT| 「 ち ょ っ と 起き ろ 。 寝 て いる うち に 何もかも 失 く し て 
し まう ぞ 。 」 


助動詞 と し て 使用 され る と 、 行 為 、 動 作 を 誤っ て 、 あ る い は 悪い 方 向 に 行う と いう 意味 合い を 添加 


qqT「 入 れる 」 ラ 「 一 気 に プ ドン と と こと ん 一 て ・ し まう 」 等 
例 1) emss 和 di き ,Qhqa 本 本 Tl 「 薬 は 苦く な い 。 一 気 に 飲 ん で し まえ 。 」 
例 2 ) G Ts 中 す HI Ts 1 TI< き | 「 あ る 男 が 自分 の カノ ジョ を ひど く (と こと ん ) 殴っ た 。」 
例 3) qTT KR 生生 証 SS 市 Td | qaq き IT | 
「 ウ ッ タ ル ・ プ ラ デ ー シ ュ 州 政府 は 大 英和 帝国 時 代 の 39 の 法律 を (一 気 に ) 変え た 。 」 
KT い 。 Yo cg 可 紅 


https://wwwrashtriyakhabar.com/up-government-changed-the-laws-of-the-british-3912887 


解 計 
HmT が 補助 動詞 と し て 使用 され る と 、 行為 、 動 作 を 激しい 様 で 、 あ る い は どん と 一 気 に 行う 意味 合い を 添加 す 


る 。ITT「 殴 る 」 に この 補助 動詞 が 付く と 、 転 じ て 「 殺 す 」 の 意味 と し て 振る 舞う 。 


Hsrl「 生 じ る 」 ラ 「 ど っ と の 急 に - す る 、 一 だ す 」 等 

例 1) 民 GT| 「 彼 は どっ と ( 急 に ) 笑っ た 。 」 

例 2) IdT 避 慎 臣 如き gt て | 「 ギ ー タ ー は テレ ビ で ニュ ー ス を 見 て 泣き だ し た 。 」 
例 3 ) eHR Sh 本 守 避 SsdT af4TT コ T TSTI 「 う ちの 地区 で も 清掃 運動 が 始ま っ た 。 」 


解 計 
層 m が 補助 動詞 と し て 使用 され る と 、 行 為 、 動 作 が 急 に 始ま る 意味 合い を 添加 する 。 ヨ qT「 動 く 、 歩 く 」 に こ 


の 補助 動詞 が 付く と 、 転 じ し て 「 出 発する 、 発 つ 」 の 意味 で 使用 され る 。 


gdI「 置 く 」 用 「ー て ・ お く 、 予 め … す る 、 一 て ・ い る ある 」 等 


例 1) 再 TTTTHT ET で 町 き | 「 俺 は (ちゃ ん と ) クル タ と パジャマ を 着 て いる ぞ 。」 
例 2 ) Sd q6 md 必 穫 すす 地 qT df で 時 基 | 「 彼 は この こと を 誰 に も (予め ) 隠し て は いな か っ た 。 」 
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例 3) ST saHRN す 4 言 す * fa sm IT 還 人 Ss 赴き mmT で IT き | 
「 あ の 金持ち た ち は 、 税 金 支払 い を 逃れ る た め に 隠し 財産 を 外国 の 銀行 に 預け て いる 。 」 


解読 
で TI が 補助 動詞 と し て 使用 され る と 、 日 本 語 の 「 一 て ・ お く 」 の よう な 意味 合い を 添加 する 。 例 えば 、TT て 


で mTT「 作 っ て お く 」 の よう に 接続 分 詞 が し ば し ば 間 に 挿 入 さ れる こと が ある 。 


6.3 不定 詞 ( 斜 格 - 形 ) に 接続 する 補助 動詞 


6.3.1 さ T「 与 える 」 ラ 「ー さ せ て ・ や る あげ る 」 
例 1 ) で T sq 1 qt 生計 き | 「 私 た ち は 子 供 た ち を 外出 させ て あげ る 」 
例 2) RTqmm 語 fa 千本 居 !| 「 お 願い だ か ら 行 か せ て ! 」 
例 3) 殿 sm TST 年 Re ds memT さ dl 殺 | 「 彼 は 自分 の 妻 を 病院 に さえ 行か せな か っ た 。 」 


解 
許可 を 与え る 者 が 主格 (主語 ) 、 不 定 詞 の 部 分 に 対す る 行為 者 は 与 格 で 表示 され る 。 


6.3.2 IT「 得 る 」「 で きる 、 一 させ て ・ も ら う 」 
例 1) sw 民 寺本 で..… 「 ま だ 奴 は 遠く に 行か みせ て も ら っ て いな い だ ろ う 。 」 愛 「 行 っ て 
いな い だ ろ う 。」 
HH md, お r77 放 可 司 大 
http://hindinest.com/kahani/2005/NS32.htm 
例 2) 9 訓 st 守 合 sq9 mTT 町 属 … 「 敷 地 の 外 に も 出 ち ら れ て いな い の に …」 
He, 7qr 


http://hindisamaycom/contentDetail.aspx2id=226&pageno=1 


解説 
語幹 接続 で 既に 挙げ た mm だ が 、 不定 詞 斜 格 形 に 接続 する と 「 さ せ て ・ も ら え る 」 の 意味 合い が 内 包 さ れ た 、「 で 


きる 」、「 で き な い 」 に な る 。 な お 、 語 幹 接続 に 比べ 、 か な り 使 用 頻度 は 低い 。 


6.3.3 qYTTT「 (くっ ) 付く <」 ラ 「ー し 始め る 出す 、 二 し に か か る 」 
例 1) Ks g 村 TTI 「 雨 が 降り 始め た 。 」 
例 2 ) Td JH4 す sf で 9 中 き | 「 夜 寝る 時 、 子 供 は 急 に 泣き 始め る 。 」 


解説 
事柄 や 行為 の 開始 を 表す 場合 、 こ れ と は 別に UE 志 TT「 な る 」/ T「 す る 」 の 複合 述語 が ある 。 
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6.4 未完 了 分 詞 、 完 了 分 詞 に 接続 する 補助 動詞 
6.4.1 て el「 い る 、 続 く 」 ラ 「 一 続け る 、 よ く プ ずっ と する 」 
未完 了 分詞 


例 1 ) ER Rd sdT edf き | 「 彼 は よく イン ド に 来る 。」 
例 2) 1 本 東 srdT 条 iT 本 dsadT Sd 守 き | 「 私 の 母 は よく 心配 そう な 様子 で 私 を 見 ます 。 」 


例 1) sq qr sm sre 規 て 民 GI 「 あ な た 方 は を それぞれ お られ る と ころ に 座っ て いて くだ さい 。 」 
例 2) mf 語 本 加害 本 で dd き | 「 夏 に は 、 私 た ち は 水 の 中 に 浸かっ て ( 横 に な っ て ) い 
ます 。 」 


解 計 
末 完 了 分 詞 、 完 了 分 詞 に TI が 接続 する 場合 、 分 詞 で 表す 行為 が 継続 、 持 続 する こと を 表す 。 


6.4.2 IT「 行 く 」 ラ 「 一 続け る 、 ど ん どん ーー する 、 ず っ と 一 する 」 
未完 了 分 詞 


例 1 ) Sd 品 IH 9 ST| 「 ア イス クリ ー ム を どん どん 食べ ろ 。 」 
例 2 ) 司 m すす -dm 村 STss qidT IT き | 「 あ いつ は よく 考え も せ ず 言葉 を ずっ と し ゃ べり 続け 
で ゆる 。 1 


例 ) で Qt wId 本 信 Gt qt Td き | 「 北 イン ド で は ヒン ディ ー 語 が 話さ れ て いる 。 」 


解 読 
ITT が 未完 了 分 詞 に 接続 する 場合 、 日 本 語 の 「 ど ん どん 、 ず っ と 」 の よう な 副詞 の 意味 合い を 表す 。 一 方 、 完 了 


分 詞 に 接続 する 場合 、 通 常 受身 表現 に な る 。 詳 細 は 後 章 で 別途 解 語 す る 。 


7.1 条件 ・ 仮 定 の 表現 


ヒン ディ ー 語 の 条件 、 仮定 を 表す 表現 に は 「 も し 」 に 相当 する 3RK も し く は q を 条件 節 の 始め に 付け る が 、 
な く て も よい 。 節 内 に は 様々 な 時 制 の 動詞 形 は 使用 され る 。 仮定 が 反 実 仮想 の 場合 は 、 現 在 分 詞 を 述語 動詞 に 


使用 する 。 条 件 、 仮 定 に つい て の 動詞 の 活用 は 4.2 を 参照 の こと 。 


7.1.1 条件 


例 1) TK 殿 am 恒 芋 sf Sm| 「 も し 彼 (彼女 ) が 来る な ら ば 、 僕 は 来 な い 。 」 
例 2) TK 避 3TCm 詩 層 人 T 寺 | 「 も し 彼 が 来る の な ら 、 僕 は 来 な い 。 」 
例 3) 3RK 呈 避 本 TI 逢 3 本 TTT| 「 も し 誰か 部 屋 で 寝 て いる の な ら 、 起 こす な 。 」 
例 4) q 民 TH oh mm き | as 吊 faG Ge det sd TH TT き 
「 も し あな た が 10 年 生 を 合格 し て いる の な ら 、 あ な た に は 素晴らし い 機 会 が 目 の 前 に あり ます 。 」 
7 月 


http://wwwpatrika.com/news/employee-corner7many-vacancies-for-10th-pass-1150944/ 


例 5) 3 千 eR 本 Ts 圭 KR rdf を se IT SR Td 3 生き. 

「 も し ビハール 州 で BJP 政権 が で きる の な ら 、 西 ベン ガル 州 や ウッ タル ・ プ ラ デ ー シ ュ 州 に 直接 影響 が 
ある だ ろう 。」 

例 6) q 民 何 st mr ss TH sf Te 下 千村 HK (見 出し 用 ) 

「 も し ビハール 州 に BJP が 来 た ら (政権 が で きた ら ) 、 ウ ッ タ ル ・ プ ラ デ ー シ ュ 州 と 西 ベ ン ガ ル 州 に こ 
の 影響 が 及ぶ だ ろう 。」 


7p が 2 の g7 
http://khabar.ibnlive.com/news/politics/bihar-assembly-election-2015-64-424859.html 


解読 


例 1 、 例 2 が 条件 ・ 仮 定 法 の 未来 形 を 使用 し た も の で 前 者 が 後者 に 比べ て 実現 の 可能 性 の 低い も の で ある 。 例 3 
は 「 寝 て いれ ば 」 の 「 い る 」 に 当たる コピ ュ ラ が 条件 ・ 仮 定 法 の 未来 形 に な っ た も の で ある 。 例 4、 例 5 は 直 説 
法 の 現在 時 制 を 使用 し た も の だ が 、 こ の 場合 は 「 一 の な ら …」 あ る い は 「- す る と …」 の よう な 条件 と いう より 因 
果 関 係 を 表す も の に な る 。 例 4 と 同じ 出典 記事 の 見 出し で ある 例 6 に は 直 説 法 の 過去 時 制 が 使用 され て いる が 、 こ 
れ は 「 一 た ら 」 の よう に 仮定 条件 を 表す と 考え られ る 。 


7.1.2 仮定 ( 反 実 仮想 ) 


例 1) 3RR 革 m II I IGT seT き IdTl 「 学 生 だ っ た ら も っ と よかっ た の に 。 」 
例 2) RTR sm Sammgimemqraqr 和 fa 圭 eil 
「 も し 今日 この 地震 が 来 て いた ら 、 百 万 の 人 が 亡くな っ て いた だ ろう 。 」 


3 名 
http://aajtak.intodayin/education/story/how-much-we-are-ready-for-earthquake-1-810741.html 
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解 計 


仮定 が 反 実 仮想 の 場合 は 、 条 件 節 と 主文 と も に 述語 動詞 を 未完 了 分 詞 で 止め る 。 例 2 の よう に 特に 過去 の こと に 


言及 する 場合 は 、 文末 を コピ ュ ラ の 未完 了 分 詞 で 止め る 。 


7.2 受身 表現 


ヒン ディ ー 語 の 受身 表現 に は 補助 動詞 マ TTT を 使用 し た 複合 受身 (6.4.2 参 照 ) と 、「 切 れる 」 、「 捕 まる 」 の よう 
に 受身 の よう な 意味 を 持つ 語 箇 動 詞 が ある 。 こ こ で は これ を 中 動 的 動詞 と 呼ぶ 。 ま た 、 ヒ ン デ ィ ー 語 の 複合 受 
身 は 日 本 語 の 受身 表現 に 似 て 動作 主 を 明示 し な い 一 般 的 な 受身 、 自 発 (尊敬 も し く は 丁寧 さ が 含ま れる ) 、 可 
能 の 意味 を 表す こと が で きる 。 可 能 の 場合 は その 多く が 否定 の 不可 能 で 使用 され る 。 な お 、 動 作 主 に は す もし 
く は 証 T (また は の み ) を 付け る 。 


7.2.1 合 受身 


動作 主 す (また は 串 gT) 十 主語 十 動詞 (完了 分 詞 ) mmT「 行 く 」 


他動詞 (動作 主 あり ) 


例 1) 和 ア 衛 枢 西 箇 Tr4T| 「 ミ ー ナ ー に よっ て この 手紙 は 書か れ た 。 . 
例 2 ) EEqT TH dmm, Her gRI sT4TRTq fm ToT | 
「 こ の 研究 は イン ド 経 営 大 学院 アー メダ バー ド 校 で 行わ れる 。 」 


に た と OK 
http://wwwarchive.india.govin/hindi/govt(/empcorner.php7id=5 


他動詞 (動作 主 な し ) 


例 3 ) wICq 本 eq-dT ITG gi TdT き | 「 イ ンド で は た くさ ん の 言葉 が 話さ れ て いる 。 」 
例 4) 1 合 qr き dai Tdt き | 「 私 の 本 は 読ま れ て いる 。 」 


例 5) 国吉 HmT 双 本 基き | 「 コ ー ヒ ー は 世界 中 で 飲ま れ て いる 。 」 
自動 詞 


例 6) qq 寺 GETmTdT| 「 僕 (私 ) は いて も た っ て も (じっと し て ) いら れ な い 。 . 
例 7) 下 HH 3R de asTqTdTl 「 僕 は 無駄 に じっと し て いら れ な い 。 」 


閑居 峡 * す 7 末 Rx 
http://hindi.awgp.org/gayatri/AWGP_Offers/Literature_Life_Transforming/Books_Articles/Panchkosh_jagran/ 


解説 


例 2 の よう に 証 T の 訓 は し ば し ば 脱落 する 。 例 3 、4、5 は 、 不 特定 多数 の 人 々 が 明示 され な い 、 一 般 論 を 
述べ る 受身 で ある 。 例 6、7 の 自動 詞 の 受身 に つい て は 、 可 能 の 意味 が 出 て き や す く な る 。 こ こ で 挙げ て いる の は 
使用 頻度 の 多い 否定 (不可 能 ) の 例 の み で ある 。 
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7.2.2 中 動 的 動詞 に よる 受身 


動作 主 す (また は 串 gT) 十 主語 十 中 動 的 動詞 


例 1 ) (gi ) 3 3 TI 「( 私 に よっ て ) この 木 は 切れ た 。 (- 切ら れ た ) 」 
例 2) GT refdi 吾 | 「( 私 に よっ て ) 間違い が 生じ た 。 」 マ 「 (悪気 な く ) 間違っ た 。 」 


解 計 


例 1 は 日 本 語 の 「 切 れる 」vs.「 切 られ る 」 の 対立 に 似 て いる 。 前 者 が 語 革 型 、 後 者 が 受身 接辞 型 と 同じ と 考え て 
よい 。 また 、 例 2 は 「 自 分 が 間違っ た こと を し た 」 の 意 に 用 いら れる が 、 意図 的 で は な いこ と が 強調 され る 。 また こ 


の 例 2 は 、6.2.2 の 補助 動詞 TdT を 使っ た 表現 も 多々 用 いら れる 。 例 ) scTdT 枯 項 | 「 間 違っ て し まっ た 。」 


7.2.3 受身 の 用 法 


受身 


例 1 ) 本 cm * qr ag IT ee9 還付 fa 合 m mm 
「 英 国 の 人 々 に よっ て 、EU か ら 離 脱 す る 決定 が な され た 。 」 
例 2 ) eHR SSI 本 Hat | da se 外人 mmT TdT き | 
「 私 た ちの 国 で は 誠実 さ が 最 も 良い 道徳 と 考え られ て いる 。 」 


自発 (尊敬 ) 
例 3) sa 和 T 橋本 7 「 で は 、 何 が な され る の か 。 」 之 「 で は これ か ら ど うし た らい い の か 。 」 
例 4) IT ITCY 「 ご 飯 が 食べ られ ん 。 」 愛 「 ご 飯 を 食べ まし ょ うか 。 」 

可能 


例 5) qi コパ 1 GT TdT| 「 私 は (も う ) 歩け な い 。 」 
例 6) mm fem TET き TI| 「 僕 は お 父さん が 殴ら れる の を 見 て いら れ な か っ た 。 」 


md 


http://wwwmayapurionline.com/exclusive-interview-of-tiger-shroff-in-hindi-by-shyam-sharma/ 


解 


例 1 、2 は 一 般 的 な 受身 で ある 。 例 3、4 は 、 能 動 性 を 失 く し 自発 性 を 高め る こと か ら 和 勧誘 、 依 頼 を 表す の に 使 
われ る 。 


例 5、6 は 可能 表現 で ある 。 一 般 的 に 否定 文 つ まり 不可 能 を 表す 場合 が 多い 。 こ の 表現 は 、 能 力 的 な 可能 を 問う 
助動詞 dh の 場合 と 少し 違い 、 心 情 的 な も の に 起因 し た 可能 、 不 可能 を 問う 場合 に 使用 され る 。 
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8 強調 構文 


ヒン ディ ー 語 で 強調 を 表す 場合 、 音 声 上 の 抑揚 や 語順 の 倒置 に よる も の を 除き 、 主 に 二 つ の 方 策 が ある 。 一 
つ は 小 詞 紅 、 居 、 を 使う ちの 、 も う 一 つ は 日 本 語 の 「 の だ 」 文 の よう に コピ ュ ラ を 二 重 に する も の で ある 。 
前 者 に つい て 簡単 に 紹介 し た が 、 こ こ で 改め て この 小 詞 の 詳細 な 使い 方 を 説明 する 。 さ ら に 後者 の パタ ー ン に 
つい て も 紹介 する 。 


8.1 小 詞 害 、 村 IT に よる 強調 


8.1.1 守 (追加 : 日 本 語 の 係 助詞 「 も 」 に 相当 ) 
1) 名詞 (主語 = 後 置 詞 な し ) 
例 1 ) 本 芽 qt き | 「 僕 も チャ ー イ を 飲む 。 」 
例 2 ) qe 叶 THdf き | 「 あ いつ も チャ ー イ を 飲む 。 」 


②) 名 詞 (目的 語 = 後 置 詞 な し ) 
例 1) 革 mq 着る | 「 僕 は チャ ー イ も 飲む 。」 
例 2) 紀和 m 基 TTY き | 「 あ いつ は チャ ー イ も 飲む 。 」 


(3) 名 詞 (方 向 を 表す 斜 格 語 = 後 置 詞 な し ) 
例 1) 4qh edR 到 天 GT| 「 あ の 人 た ち は 私 た ちの 家 に も 来る 。 」 
例 2) 民 TI 害 CT| 「 あ いつ は 大 阪 (へ ) も 行く 。 」 


(④ 名 詞 (それ 以外 = 後 置 詞 あ り ) 
例 1) 本 紅 Cm IT き | 「 庭 に も 犬 が 一 匹 い る 。 」 
例 2 ) ed gs 届 才 dQ むつ qqH き | 「 う ち は 子 供 た ち に も 何で も 話し ます 。 」 
例 3) sq 志和 害 da qR sm d き | 
「 あ な た は いつ で も ここ に 来る こと が で きま す 。 」 之 「 い つ で も ここ に 来 て くれ て いい で す よ 。」 


解説 
例 3 の 「 い つ で も 」 つ まり 「 ど ん な 時 で も 」 に 限ら ず 、「 ど ん な 十 名 詞 (で ) も 」 と いう 名 詞 句 を 


ヒン ディ ー 語 の 地 は 名 詞 旬 中 に 割り 込む 。 


(⑮) 動詞 
例 1) 避 TdT 寺 を | 「 あ いつ は チャ ー イ を … ( 例 : 作り も する し ) 飲み も する 。」) 


例 2 ) sm き 困 TK grTT 寺 m 合 .… 「… を 、 あ な た は 見 、 聞 いて も いる で し ょ う 。 」 
q* 呆 す す 
http://mannkijeet.com/Home/HomeList/Idea/The-importance-of-idolatry/7fab2bSb-d94c-4b7f-8674-e69f2e4b4ba8/b/1 


(6⑥) 斜 格 語句 、 後 置 詞 名 
斜 格 語句 : Verb - す eS 叶 :「 一 けれ ども ノー て ・ も 」 
ぐ 後 述 の た め 例 省略 > 
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後 置 詞 句 : Verb - す 民 穫 :「 一 けれ ども グー て ・ も 」 
< 後述 の た め 例 省略 > 


8.1.2 | (強調 日 本 語 の 係 助詞 「 こ そ 」、 副 助詞 「 だ け 」 に 相当 ) 
(1) 名 詞 (主語 = 後 置 詞 な し ) 
例 1) 詩 慎 mm きる | 「 僕 (こそ だ け ) が チャ ー イ を 飲む 。 」 
例 2) qe 守 Hf き | 「 彼 (こそ ンプ だ け ) が チャ ー イ を 飲む 。 」 


②) 名 詞 (目的 語 ニ 後 置 詞 な し ) 
例 1 ) 半 qq 娠 dt る | 「 僕 は チャ ー イ だ け 飲 セン チャ ー イ し か 飲ま な い 。 . 
例 2 ) qe 居 Hf き | 「 あ いつ は チャ ー イ だ け 飲 セン チャ ー イ し か 飲ま な い 。 . 


3) 名 詞 ( 斜 格 語 = 後 置 詞 な し ) 
例 1)  q 娠 (町 性 避 mmml 
「 私 は そもそも 前 に (最初 か ら ) 奴 は 逃げ る っ て 言っ て あっ た だ ろう 。 」 
例 2) sg 村 選 呈 NTTSTCTI 「 ほ ん の 少し し た ら 意 識 が 戻り ます よ 。 」 


(④) 名 詞 (それ 以外 = 後 置 詞 あり ) 
例 1) am 球 再 和 T T mH 本 上 YaeT st df H 式 束 娠 T 玲 き | 
「 家 の 花壇 や 植木 体 に アロ エ を 植え て 、 新 鮮 な ジュ ー ス を 家 で 作れ ます 。 」 
TST ポ す 
http://wwwscienceworld.in/aloe-vera-juice-banane-ka-tarika/ 


例 2) sTJ T ed き sm lg 還 人, am す 枯 球 遇 


「 あ な た も 知 の 育成 を 望む の で し た ら 、 早 速 今日 か ら バ レ エ を (し まし ょ う ) 」( 見 出し ) 
/7Y 7 
http://khabar.ndtvcom/news/food/if-you-want-to-develop-your-intelligence-so-start-ballet-dance-from-now-1288063 


($) 斜 格 語 句 、 後 置 詞 旬 


斜 格 語句 : Verb - す 定 ・「 一 し た と た ん ノ 瞬 間 、 一 する と すぐ 、 一 する や 否や 」 
後述 の た め 例 省略 > 
斜 格 語句 : Verb - 二 TK 填 :「 ち ょ うど ー し た 時 に 、 ち ょ うど ー し た ら 」 
例 ) Na TH 避 娠 wm 式 | 「 ち ょ うど お 腹 が 空い た 時 に ご 飯 を 食べ よう 。 」 


(6) 文 レ ベル 
< 上 級 向け の た め 省 略 > 


8.1.3 I (対比 : 日 本 語 の 係 助詞 「 は 」 (取り 立て ) に 相当 ) 
(1) 名 詞 (主語 = 後 置 詞 な し ) 
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例 1 ) 3 呈 き | 「 ア ジャ イ は 元気 だ けど … ( 例 : 私 は 元気 で は な い ) 。 」 

例 2 ) Tl べき | 「 サ リー は 綺麗 だ けど … ( 例 : サン ダル が 変 !) 。」 

13 ) Tl St 二 き | 「 サ リー は 綺麗 で は ある けれ ど … ( 例 : 値段 が 高い ! ) 。 」 

例 4) 古き ma 圭 き | 「 痛 い (痛み は ある ) けれ ど 、 死 に は し な い (= 死 は な い ) 。 」 


ES 


(2) 文 レ ベル 
< 上 級 向け の た め 省 略 > 


8.2 コピ ュ ラ に よる 強調 


ここ で は 「 文 」 十 T き に よる 強調 に つい て 述べ る 。 こ れ は 、 命題 と な る 文 の 文末 の コピ ュ ラ が 非 定 形 の 未 
完了 分 詞 に 変わ り 、 さ ら に コピ ュ ラ が 付い た パタ ー ン で ある 。 ヒンディー 語 の この 形式 は 、 一 般 論 、 普 遍 あ る 
い は 不変 の 真理 、 自 明 の 理 等 を 述べ る 「 一 も の だ 」 、「ー す る こと に な っ て いる 」、「 の だ 」 の よう な 働き を する 。 

以下 、 命 題 の 述語 が 名 詞 、 形 容 詞 、 動 詞 の 順に 例 を 挙げ る 。 


8.2.1 名 詞 述語 文 
例 1) 本 二葉 き 「 母 親 は 母親 な の だ 。 」 
例 2) am emsT SG 各 1 き | 「 勝 利 は 常に 真実 (の 方 ) な の で ある 。 」 


可 す TX ず ご 7Sr7 
http://navbharattimes.indiatimes.com/astro/holy-discourse/-/truth-always-wins/articleshow/22573633.cms 


8.2.2 形容 詞 述 語文 
例 1 ) 3 ed * fa sfsT を IdQT き | 「 リ ン ゴ は 健康 に 良い 良い も の だ 。 」 
例 2 ) Y qT 紅 st TITT き ? 「 真 実 と は 本 当 に そん な に 単純 な の で し ょ うか 。 」 


宮 可 9o 
http://aajtak.intodayin/story/tathya-satya-ritam-hindi-play-at-the-attic-connaught-place-1-799370.html 


8.2.3 動詞 述語 文 
例 1) qaT 生き ? 「 博 は な ぜ あ る (= 降る ) の で し ょ うか 。 」 
IEEE 
http://wwwabhivyakti-hindi.org/phulwari/jaankari/mausam/mausamS.htm 
還 2 ) Rd 訓 iq る HRTS RT で IT きる? 「 死 後 、 私 た ち は ど うな る の で し ょ う 。 」 


477 Wo777 OZ)2777 77M477- 77e777776 
http://literature.awgp.org/hindibook/Others/MarneKeBaadHamaraKyaHotaHai/ 


例 3) 仁 g ST gdT る, TI dE HG IT き ? 
「 (一 般 的 に ) 見 えて いる も の 、 そ れこ そ が 真実 な の で し ょ うか 。 」 


S 「 私 た ち に 何 が 起こ る か 」 と いう 与 格 を 取る 文 が 普通 だ が 、( 他 は さて お き ) 「 〇 の 〇 は どう な る の か 」 と いう 対比 的 な 意味 の 場合 に は 
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7 5 
http://aajtak.intodayin/story/tathya-satya-ritam-hindi-play-at-the-attic-connaught-place-1-799370.html 


例 4) .… To づ -s 中 THT [ala cidtid at Il き st .… 
「 療 行 悪行 の 裁 所 は 死後 に され る こと に な っ て お り …」 
7C77ow た .77 
http://wwwiichowk.in/culture/heaven-or-hell-depends-on-our-deeds/story/1/2663.html 
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9 名 詞 修飾 構造 


ヒン ディ ー 語 の 名 詞 修飾 の 型 に は 、① 関 係 詞 を 使用 し た も の (関係 節 型 ) 、② 分 詞 を 使用 し た も の ( 連 体 修 
飾 型 ) 、 そ し て ③ 接 辞 -TqT を 使用 し た も の 、④ 同 格 接続 詞 順 を 使用 し た も の が ある 。 
以下 、 順 に 例示 する 。 


9.1 関係 節 型 


関係 節 型 に は 二 つ の タイ プ が ある 。 一 つ は 先行 詞 に 相当 する も の (主要 名 詞 十 関係 詞 : Type 1) 、 も う 一 つ 
は 主要 名 詞 に 関係 詞 が 前 置 さ れる も の (関係 詞 十 主 要 名 詞 : Type 2) が ある 。Type 1 に は 、① 挿 入 型 と ② 外 置 
型 が ある 。 前 者 は 主要 名 詞 (つま り 先 行 詞 ) の 直後 に 関係 詞 に よる 修飾 節 に 来る も の で 、 後 者 は 主文 の 後に 関 
係 詞 に よる 修飾 節 が 置か れる も の を 指す 。 英 語 の よう な 言語 と 似 た パタ ー ン で ある 。 一 方 Typpe 2 は 、 主 要 名 
詞 の 前 に 関係 詞 が 出 て くる も の で ある 。 これ が 一 般 に ヒン ディ ー 語 の 関係 詞 構文 と し て 扱わ れる 。 


9.1.1 関係 代名詞 


人 称 代 名 詞 の 直 格 形 (主格 、 対 格 ) と 斜 格 形 (その 他 の 格 ) 


数 | 直 格 形 | 斜 格 形 十 居 ( 与 格 ) | 斜 格 形 十 〒「( 属 格 ) | 斜 格 形 十 そ の 他 ( 例 : き ) | 斜 格 形 二 す 


単数 | 二 | 生ま た は 人 9 fd fd きす IE 


複数 | 革 | RY 生ま た は 司 電 fm 人 す EEdl 


1. 主格 (主語 の 場合 
Type 1: 殿 |qmT| 式 df『 [を き | 「 あ そこ に 立っ て いる (あの ) 男の子 」 
Type 2 : 二 | dsT | ef sf き | 「 あ そこ に 立っ て いる 男の子 」 


例 :・「 あ そこ に 立っ て いる 少年 は 、 私 の 弟 で す 。 」 


・ 文 1 5 ddT ET き l き | 「 あ の 男の子 は 、 あ そこ に 立っ て いる 。 . 
・ 文 2 RT 本 き | 「 彼 は 私 の 弟 だ 。 」 

之 【Type 1】 
① dE ds idRf gl る, ( 民 ) RT 枝 き | (挿入 型 ) 
② q5 で RT 村 き Idef gsl き | ( 外 置 型 ) 

館 【Type 2】 

マ ST ef sl る, (4e) RT を | 
2. 対格 (目的 語 の 場合 

Type 1: 殿 |qssr| 生生 (= faH) で TeT | 「 君 が 叩い た (あの ) 少年 」 
Type 2 : 人 iq | | で md HeT | 「 君 が 叩い た 少年 」 


例 :「 君 が 叩い た 少年 に 、 私 は お 菓子 を あげ た 。 」 
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・ 文 1 生 SHq3 員 刺 (TleTl 「 君 は あの 少年 を 叩い た 。 」 
・ 文 2 恒 さ Hsi 生葉 守 | 「 私 は 彼 に お 菓子 を あげ た 。 」 

飼 【Type 1】 
① q5 ssT 人 Rdet さ H le dl 村人 aoTs | | 
② SH q 叶 | fac 共和 人 idest で 生 TeT | 

飼 【Type 2】 

人 ds 員 | で T9 gmT, dsi 翌 全 s 本 本 | 
3. 属 格 

Type1: 民 |lqsmT| 和合 smT sawK 革 GT 定 | 「 私 が 待っ て いた (あの) 男の子 」 
Type 2 : fi |qs* | st 革 寺 1 害 | 「 私 が 待っ て いた 男の子 」 


例 :「 私 が 待っ て いた 男の子 は 、 私 の 彼 (恋人 ) だ っ た の 。 」 


・ 文 1 芋 S GR て 記 [ 本 | 「 私 は その 男の子 を 待っ て いた 。 」 
・ 文 2 民 TJTTT| 「 彼 は 私 の 恋人 だ 。 」 


之 【Type 1】 
① 5 sl Nd mmm 款 志 1 芽 , 避 民生 | 
② de dssl RT 玉生 町 千 q (sk 計 款 [ 条 1 
飼 【Type 2】 
人 Td ss* [ww 革 < 本 6 1 東和 町 | 
@ 名 詞 的 用 法 (「 人 」 も し く は 「 も の こと 」 を 包括 する も の ) 
友人 の 場合 
KR sq きる ( 殿 ) Td mm TdT き | 「 恋 する 者 は 、 狂 っ て し まう 。」 
Sd る 3q 麗 me sd1 き | 「 こ こ に いな い 人 の こと を 思い 出す 。 」 
充 も の プ こ と の 場合 
寺 持 gl, 紅 TmTi!l 「 私 が 言っ た こと を 認め な さい 。」 
半 gdt る , 殿 mdf 守 き | 「 僕 は 、( 自 分 が ) 言う こと は (ちゃ ん と ) や り も する よ 。」 


9.1.2 関係 形容 詞 


1. 様態 【T GT, 翌 ) = 人 aq em (fa で e 避 , 人 iq で e *) 】 
近 称 詞 : SH NE 串 T 三 QHT 「 こ の よう な 」 
遠 称 詞 : さ H Xe | = RT, RT 「 あ の よう な その よう な 」 
関係 詞 : 5 te = 
Type 1 : SH で き 中 「 呈 で TH 合 林 | 「 お 前 が し た (そう いう ) こと 」 
Type 2 : 人 ad Re 呈す 村人 mm 害 | 「 お 前 が し た (そう いう ) こと 」 
関係 形容 詞 : ST *Tm 9 fsm 町 | 「 お 前 が し た (そう いう ) こと 」 


合志 まだ が し た (よう が ) こと は 、 寺 い こと だ っ た 。.」 


・ 文 1 選 HIT T き | 「 彼 は この よう な こと を し て いる 。 」 
・ 文 2 民 T T 還 本 更 1 TI 「 誰 も この よう な こと は し な い 。 」 
令 【Type 1】 
① Sd de 中 呈 で H9 作れ 打 , 民 選 T 殺 | 
②Sq de 還 「 呈 ST 釘 寺 る 村人 属 和 れ 町 | 
令 【Type 2】 
人 Ra e | TH 9 属 和 T 定 , SH で 馬車 H (=e) 1 林 | 
之 【 関 係 形容 詞 】 
T mm で 9 性 mm 丁 , RT TH (=) RT 殺 | 
@O 名 詞 的 用 法 (「 も の こと 」 を 包括 する も の ) 
RT 半 ed る , 3RT <TT| 「 私 の 言う よう に し な さい 。 」 
O 副詞 的 用 法 ( 斜 格 形 を 使用 し た も の ) 
避 避 京 df る 調 球 寺 民 ! 舟 ET | 「 彼 が する よう に は 誰 も で き な い 。 」 
反 慣用 表現 
① 選 - 届 , ( 替 - 採 ) : 「 て する に し た が っ て 、 す る に つれ 」 
例 : 持 -3 sdl Sg, 圭 - 笛 ei 穫 「 加 齢 に つれ 睡眠 減少 」 


ppC 万 
http://wwwbbc.com/hindi/science/2016/05/160523_vert_fut_less_sleep_get_older_ tk 


②) 届 寺 :「 て する と (すぐ に ) 、ー し た と た ん 」 

例 : 寺 で qe 豆 , 殿 恥 す 全 TST| 「 朝 に な る と すぐ 、 彼 は 家 を 出 た 。 」 
③) 届 [仮定 法 ] : 「 ま る で 一 の よう に 」 

例 : Ti GS 本 届 民 僅 rdt する se | | 

彼女 は まる で イン ド 人 で は な く ア メリ カ 人 の よう に 英語 を 話し て いた 。 」 

③④ き T 第 ST :「 そ の まま / あ る が まま 」 

例 :qsl | 年 ST dQ で fa きき. 


「 服 の 色 を ( 色 落 ちさ せ ず ) その まま に し て お く の に は いく つか 方 法 が ある 。 」 
7 の po/7 y ん y 


http://hindi.boldskycom/home-garden/improvement/2015/awesome-ways-to-prevent-clothes-from-fading-8478.html 
③) 翌 届 ST :「 目 に は 目 、 歯 に は 歯 」 
6⑥ 憶 博 :「 な ん と か 、 ど うに か こう に か 」 
例 : 翌 - 抽 qr すき 本 sm ET! 「 な ん と か ビー ル バ ル は 自分 の 地位 を 守っ た 。 」 


2 0 9 。 。 7 HK で 75T7 
http://navbharattimes.indiatimes.com/jokes/funny-photos/akbar-birbal-tale-3-weird-and-tough-question/ 
akbar-birbal/photomazaashow/52311002.cms 


2. 数 量 【Riql (iqdt, 人 ad) = 付 Q mm 征 (RN mm 術 , 人 aq mm *) 】 
近 称 詞 :SHT 世 王 sdTT 「 こ の くら い の 」 
遠 称 詞 : SH イニ SdT 「 あ の くら い の プ その くら い の 」 
関係 詞 : 千 mm 定 = 人 dm 
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Type 1 : ご 一 般 的 に 使用 し な い の で 省略 > 
Type 2 : ぐ 一 般 的 に 使用 し な い の で 省略 > 
関係 形容 詞 : iqdt IfSqT sm ホ mH き | 「 あ な た が 持っ て いる (これ だ けた くさ ん の ) サリ ー」 


例 :「 私 は 、 あ な た が 持っ て いる ほど た くさ ん の サリ ー を 持っ て いな い 。 」 


・ 文 1 3 訓 TH HH IST き | 「 あ な た は こん な に サリ ー を 持っ て いる 。 」 
・ 文 2 RT ST STf † き | 「 私 は そん な に サリ ー を 持っ て な い 。 」 
飼 【Type 1】 
< 省略 > 
飼 【Type 2】 
< 省略 > 
ラ 【 関 係 形容 詞 】 
人 ddt fsqf sm md る sei 氷 md | 


@ 名 詞 的 用 法 (「 も の こと 」 を 包括 する も の ) 
fd 名 d 寺 , Sdm 知 qI 記 | 「 食 べら れる だ け 食 べ て くだ さい 。」 


9.1.3 関係 副詞 


1. 場所 【se 
近 称 詞 : SH STT 可 本 ニ qEf 「 こ こ で (に )」 
遠 称 詞 : さ H Sm 本 df 「 あ そこ で (に ) そこ で (に)」 
関係 副詞 : 千 q rm 息 ノ 本 = 二 


【 斜 格 名 詞 句 】 
Type1: 選 で Hm 合 束 半 害 殺 | 「 僕 が 立っ て いた (あの ) 場所 」 
Type 2 : 和 Hsmm 束 半 計 本 | 「 僕 が 立っ て いた 場所 」 
関係 副詞 : マ gT 革 slT| 「 僕 が 立っ て いた 所 」 


例 :「 僕 が 立っ て いた 所 に 、 友 達 が 来 た 。 」 


・ 文 1 芋 q( 氏 | 「 僕 は あそこ に 立っ て いた 。 」 
・ 文 2 [RT 人 条 生 sT| 「 そ こ に 友達 が や っ て 来 た 。 」 
飼 【Type 1】 
① 5 で Hm 人 Nd 下 @5T 釘 , SH で Hm 戒 京 后 き sTT| 
② SQ で Am 1 fa sm 人 千 民 計 5 殺 中 
飼 【Type 2】 
付 q em 下 寺 殺 , Sd で Td 式 京 ] sa | 


【 関 係 副詞 】 


ef 圭 9sT 林 T, df RT 人 Ta | 


2. 時 【qq = fd dm 尿 】 
近 称 詞 : SH HI ( 苺 ノ 本 ) ニ 条 「 こ の 時 (に )」 有 ラ 「 今 」 
遠 称 詞 : さ H HH ( 下 ノ 本 ) で 可 「 あ の 時 (に ) その 時 (に)」 
関係 副詞 : 和 aq aq ( 束 ノ 本 ) = 


【 終 格 名 詞 句 】 
Type1: く 省 略 > 


Type 2 : 和 ad Sm ( 束 ) 結 amd 本 | 「 私 が 帰っ て 来 た 時 」 
関係 副詞 : マ q 寺 mda a 村 | 「 私 が 帰っ て 来 た 時 」 


例 :「 私 が 帰っ て 来 た 時 、 彼 は 遊ん で いた 。 」 


・ 文 1 芋 mHa 村 |「 私 は 帰っ て 来 た 。 」 
・ 文 2 本紀 @Y 志 ! 林 |「 そ の 時 、 彼 は 遊ん で いた 。 」 
飼 【Type 1】 
く 省 略 > 
ララ 【Type 2】 
人 千 q Sm ( 尿 ) 結 ョ md as, SH dH4 ( 尿 ) 民 吉 ( 名 
愛 【 関 係 副詞 】 
qq 十 ad aS, qq de 9q tel 釘 | 
3. 方 向 【NYgX = 人 dm また は fd st】 


近 称 詞 : SH で 呈 ミ K  「 こ の 方 向 に 」 
遠 称 詞 : さ d tb ニ き 恥 「 あ の 方 向 に その 方 向 に 」 
関係 副詞 : 千 a st = 合 午 


【 斜 格 名 詞 句 】 

Type1: く 省 略 > 
Type 2 : aq md 志 き | 「 あ な た が 行こ うと し て いる 方 向 」 
関係 副詞 : 人 agK 3 T 志 き | 「 あ な た が 行こ うと し て いる 方 向 」 


例 :・「 あ な た が 行こ うと し て いる 方 に 、 僕 も 行く と ころ で す 。 」 


・ 文 1 sT3 届 本 志 寺 | 「 あ な た は あちら へ 行こ うと し て いま す 。 」 
・ 文 2 半 志 き 民 TET き | 「 僕 も あっ ち へ 行く と ころ で す 。 」 


之 【Type 1】 
< く 省略 > 
飼 【Type 2】 
Ria esm 忌 る 計 還 mmteTgl 
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ラ 【 関 係 副詞 】 
fk sm 忌 る 3 民主 半 電 | 


4. 様態 【 マ 1 = fa se (Ra 民主 や 】 
近 称 詞 : 地 = ニ 芽 「 こ の よう に 」 
遠 称 詞 : さ H むき = IT 「 そ の よう に 」 
関係 詞 : iq で e = sT 
【 斜 格 名 詞 句 】 

Type1:< 省 略 > 


Type 2 : 和 iq Re Hm 本 amT き | 「 炎 の 中 に 火 が ある よう に 」 
関係 副詞 : ST 本 本 smT き | 「 秋 の 中 に 火 が ある よう に 」 


例 : 局 Ra 寺 きす saTT 
TI きす Td 中 iq 


「 ゴ マ の 実に 油 が ある よう に 、 炎 に 火 が ある よう に 。 
液 の 中 に は 神 が お わす 。 さ あ 、 で きれ ば 目覚 めん 。 」 


導く 放 あ 計 - 市 引 て gd の 7 
http://kabiramritvani.blogspot.jp/2010/04/blog-post_17.html 


廊 慣用 表現 

①) ST-T, i- : 「 て する に し た が っ て 、ー す る に つれ 」 

例 : 1-qT 民 T きす Td き , qT-qT Sd leT IT Td き | 

「 日 が 長く な っ て いく に つれ 、 夜 が 短く な っ て いく 。 」 

②) マ T 娠 : 「ー す る と すぐ に 、 一 し た と た ん 」 
皿 :T 逢 取付 Rm, 本 娠 TRd ml 「 家 か ら 出 た と た ん 、 雨 が 降り 始め た 。 」 
(3③) ST 呈 T iT :「 そ の まま 、 あ る が まま 」 
皿 : 紅 STT 征 qq 未 寺 計 TT| 「 あ いつ は その まま まね を し て 持っ て きた 。 」 
(④ ST 1 : 「 な ん と か 、 ど うに か こう に か 」 
還 :STT ざ HH 居 TII 「 な ん と か あの 人 に 対し て も うま く や っ た 。 」 


9.2 分 詞 、 不 定 詞 を 用 いた 名 詞 修 飾 ( 連 体 修飾 型 ) 


未完 了 分 詞 も し く は 完了 分 詞 が 名 詞 (主要 名 詞 ) を 修飾 する 場合 、「 未 完了 分 詞 プ 完了 分 詞 十 (コピ ュ ラ 完了 
分 詞 ) 十 主 要 名 詞 」 の 構造 を と る 。 不定 詞 が 修飾 する 場合 は 、 後 置 詞 の 呈 「 を 伴い 、「 不 定 詞 十 〒T 十 主要 名 詞 」 
の 構造 を と る 。 


9.2.1 未完 了 分 詞 
主要 名 詞 が 主語 の 場合 


例 1 ) qt (@) sm 


例 2) qedt () q 


解 計 
連 体 修飾 型 の 名 詞 句 は 、 
ぐ 前 置 型 > 

1 ) @wqr sem 

1 ) fdT gs dem 
ご 前 置 型 > 

2) edi si 

2 ) qedi @ mei 


F 今 で は 進行 


9.2.2 完了 分 詞 


主要 名 詞 が 主語 の 場合 


例 1) RT ( き m) 世 


例 2) YY (ea) マ TTT 


解 読 
連 体 修飾 型 の 名 詞 句 は 、 
ぐ 前 置 型 > 
KKUI 


ぐ 前 置 型 > 
RT Hr 
RT 3 TH 


主要 名 詞 が 目的 語 の 場合 


例 1) RT fl (@m) 可 
例 2 ) SdeT qqTqT (gsT) Im 


「 遊 ぶ (遊ん で いる ) 子供 」 
「 流 れる (流れ て いる ) 川 」 


以下 の 通り 関係 詞 を 使っ て 言い 換え る こと が 可能 で ある 。 
く 後 置 型 > 
om T 9qdT き 
em 1 qq き ノ 9 teT き 

く 後 置 型 > 

aeI Tedi き 

RI Tl det を ノ で き 


多 そ の も の を 修飾 節 と し て 使用 し た qq GT eq 、'qe て el 4 と いう 言い 方 も 見 られ る 。 


「 死 ん だ (状態 の ) 鹿 」 
「 過 ぎ た 時 代 」 


以下 の 通り 関係 詞 を 使っ て 言い 換え る こと が 可能 で ある 。 


く 後 置 型 > 
IT RTT ン mT き 
TI HT きき 


ぐ 後 連 型 > 
HrT TK TI き 
HI KT きき 


「 私 の 書い た (状態 に ある ) 手紙 」 
「 彼 ( 女 ) の 作っ た (状態 に ある ) ご 飯 」 
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解 


連 体 修飾 型 の 名 詞 旬 は 、 以 下 の 通り 関係 詞 を 使っ て 言い 換え る こと が 可能 で ある 。 
ぐ 前 置 型 > 後 置 型 > 

RT far (mm) 西 = 本 華 凍 本 困 ン 恒司 思 き 

ぐ 前 置 型 > ぐ 後 置 型 > 


Sdelqdr1grt = Samamm ン TI SH mmTT き 
元 の 文 の 主語 は 日 本 語 同様 、「 の 」 に 当たる 属 格 後 置 詞 を 使っ て 表す 。 ま た 、 主 語 、 目 的 語 以外 は 不可 能 な 修飾 
構造 。 残 り は すべ て 関係 詞 節 に よる 修飾 構造 を 取る 。 


9.2.3 不定 詞 
不定 詞 ( 動 名 詞 に 同じ ) が 名 詞 を 修飾 する 場合 、 属 格 後 置 詞 の 呈 T を 伴う 。 


不定 詞 属 格 後 置 詞 [ 主要 名 詞 
不定 詞 十 主要 名 詞 が 目的 語 の 場合 


例 1) 本 m 穫 「 飲 み 水 」 
例 2) き 村 末寺 二 「 見 る も の 」 


不定 詞 十 主要 名 詞 が 目的 語 以外 の 場合 
例 3) q 笠 和 qXfsT 「 考 え 方 


例 4) で 本 累 て GdT 「 天 国 へ 行く 道 」 
例 5) 村 dH4 「 食 べ る 時 間 」 


解説 
不定 詞 が 属 格 後 置 詞 を 伴っ て 修飾 する 場合 、 主 要 名 詞 に 主語 相当 の も の は 基本 的 に 来 な い 。 こ れ に 関連 し て 、 ヨ 

要 名 詞 が 不定 詞 の 場合 に つい て 参考 まで に 例 を 挙げ る 。 

例 1) KT em 「 私 の 言う こと 」 


例 2) SdeTasTTm 「 彼 ( 女 ) の 来る こと 」 
上 の 二 例 の よう に 、 修 飾 句 と な る 代名詞 と 属 格 後 置 詞 、 お よび 不定 詞 の 名 詞 句 は 主語 、 動 詞 の 関係 に な る 。 


9.3 同格 接続 詞 f 品 を 用 いた 名 詞 修飾 (同格 節 型 ) 


で す 。 」 


っ て いる 。 」 


様 だ 。 」 
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還 1 ) q 到 ST 天 mmT き 佑 aTT 全 < wt | 「 あ な た が また イン ド に 来 ら れ た こと は 嬉し いこ と 


還 2 ) q 員 (1) ST き 作 q 呈  G「 き | 「 す べ て 順調 に 進ん で いる こと を 私 は 望ん で いま す 」 
還 3 ) q 寺 (qe) TH き 1 岳 THT GRd defmTI 「 私 は ラー ム が 昨日 学校 に 行か な か っ た こと を 知 


還 4) CT Td き 作 sasKT faT 合計 (RS) き | 「 政 府 当局 者 た ち が マ フィ ア と 会 っ て いた 模 


http://wwwbhaskar.com/news/JHA-RAN-HMU-it-seems-that-oficers-have-met-with-the-mafa-hc-5258252-NOR.html 


還 1) 半生 才 - 衝 (5) Td き 必 vos 芋 麗 TTPTI 「2016 年 に 僕 に 何 が 起こ る か と 時 折 


考え る 。 1 
還 2 ) で elt Tax d () 人生 還 mm * RG mr sm 
「 そ の 方 は 召使 い に 『 お 客 さ ん に お 水 を も っ て き て 』 と 言っ た 。 」 


皿 3) 本 ( 枢 ) 和 md き 1 績 Td JR 4 る 届 | 「 私 た ち は 、 あ な た に ここ に 泊まっ て ほし い 。 」 


例 1) 1 gr (E) き 作 sfRT ed tt 本 本 件 dh ds 系 恒 m 
「 私 の 考え で は 、 ア ンカ ラ (トル コ ) が まず 二 つ の 道 か ら ど ちら か 一 方 を 選ぶ と いう こと だ 。」 
で 可 - IY す 可 で 
http://hindi.rbth.com/world/2016/02/15/kyaa-ruus-aur-turkii-ke-biic-yuddh-ho-sktaa-hai_S67719 


例 2) $g qm 加 ( 避 ) Tdt き 合 SR 征 | 本 3 吊 GH き | 
「 神 様 と 合 一 する に は 多く の 道 が ある と 思っ て いる 人 も いる 。 」 


例 3) 玉 年 Rg 9 9 qr 町 起き 和合 民 wi ta 訓 協 qmm き | 
「 こ れ に 反対 する 人 々 が 言う に は 、 こ れ は イン ド 文 化 に 反する も の だ 、 と いう こと だ 。 」 
ppC 万 /W//.co7z 
http://wwwbbc.com/hindi/regionalnews/story/200706/printable/070620_condom_sextoyshtml 


例 4) esTt 訓 人 ad ssi ed CT 和合 se RT sm | 
「 い い 点 を 取る た め に 、 試 験 の た め に よく 準備 を し な さい 。 」 


9.4 qqT を 用 いた 名 詞 修 飾 ( 連 体 修飾 型 ) 


9.4.1 名 詞 修 飾 句 


例 1) qq et mrqT cf 「 赤 い 帽 子 の (か ぶっ た ) 子供 」 
例 2) qq aq 忌 尽 「 赤 い (方 の ) セー ター」 

例 3) 3K 系 mt 如 「 ア ジ メ ー ル 行き の 列車 」 

例 4) iHt de mtetm 「 制 服 を 着 た 警察 官 」 


9.4.2 準 体 助 詞 的 用 法 


例 1) Sa qqmT/S き Th 「 ミ ルク 売り 」 
例 2) sgqKqTqT 「 新 聞 売 り 、 新 聞 屋 」 


例 1 ) 5 fe 年 WT mm き | 「 彼 は デリ ー に 住ん で いる 者 だ 。 」 之 「 デ リー に 住ん で いる / 出 身 で 
ある 。 」 
例 2 ) @ di Sm Tv q 桂 TdT き | 「 私 た ち は メ トロ の 駅 に 着く と ころ よ 。 」 
例 3 ) df 3 ST , き 合 gtt [, る TS RT 村 , 3 本 二 引 - , さき HI [4 SR 
| qt すす develop RT 人 scqrT Sd 本 逢 am et qq き | 

「 東 部 ウッ タル ・ プ ラ デ ー シ ュ 州 で あれ 、 ビ ハー ル 州 で あれ 、 西 ベン ガル 州 、 ア ッ サ ム 州 、 北 東 辺境 
州 、 オ リッ サ 州 で あれ 、 こ れ ら の 地域 すべ て イン ド が 発展 し て いる だ け の 速 さ で 発展 する だ ろう 。 」 
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http://pib.nic.in/newsite/PrintRelease.aspx7relid=137831 


解読 
例 2 、 例 3 は 、 準 体 助 詞 的 機能 を 持つ TqT が 、 間 近 に 迫っ た 出来 事 に 対し て 使用 され て いる 例 で ある 。 
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10 副詞 句 に 関わ る 表現 一 終 格 語句 と 後 置 詞 句 一 

副詞 名 に つい て は 、 名 詞 、 形 容 詞 、 動 詞 の 斜 格 語 か ら 成る 句 と 、 後 置 詞 と 組み 合わ せ に よる 句 が ある 。 こ れ 
ら に つい て は 本 来 副詞 句 (ある い は 副詞 節 ) で 使用 する が 、 述 語 ある い は 述 部 に 使う こと も ある 。 

以下 で は 、 ま ず こ の 斜 格 語句 と 後 置 詞 句 が 述語 で 使用 され る 例 を 概観 し 、 そ れ か ら 副 詞 句 と し て 使用 され て 
いる 例 を 示す 。 


10.1 述語 使用 
10.1.1 倖 格 語句 
形容 詞 
例 1 ) 5 STeX te 4 き | 「 こ の 街 は 住む に 値する 。 」 
例 2) 4q HH ま qqS 1「 き | 「 あ の 人 た ち は 信 用 に 値 し な い 、 信 用 で き な い 。 」 


完了 分 詞 
例 1 ) q Te Tl dG 和 すき G 紅 | 「 あ の 女性 は サリ ー を 着 て いた 。 」 
例 2) %y 代 " Ra < 寺本 て 信 T ds 二条 | 

「14 日 間 、 警 察 は 彼女 を 探す の に 徹夜 し て いた 。 」 


ム /27A/ プ //77777 
http://khabar.ndtvcom/news/mumbai/virar-kidnapping-mystery-solved-1278328 


解説 


多 容 詞 の 例 1 2 で 使用 され て いる qq は 、 属 格 斜 格 形 の 事 を 伴っ た り 伴わ な か っ た りす る 。 特 に 不定 詞 が 修 
飾 語 と な る 場合 は 訓 を 伴わ な いこ と が 多い 。 また 、 完 了 分 詞 の 例 だ が 、 こ れ は 状態 の 「 一 て ・ い る 」 を 述べ る も 
有 を 取り 、 主 語 と コピ ュ ラ 動詞 が 一 致 を 起こ す の が 一 般 的 で ある 。 だ が 、 最 近 で 
で は な く 、 主 語 の 性 ・ 数 に 一 致 さ せる も の も 見 られ る 。 例 : qE TISc Tsl ei 吾 害 | 


の で ある 。 述語 動詞 の 部 分 が 斜 格 


は 述語 の 完了 分 詞 が 倖 格 


10.1.2 後 置 詞 句 
(1) 後 置 詞 束 T を 使用 し た も の 一 準 体 助 詞 的 な 表現 
人 


例 1) IT sm fac ま 7 
例 2) sm 5 Sd ホ き ? 
例 3) 草 忠 刊 き 


物 
例 1) 枢 sa 害 き | 
例 2 ) 5 Pet RT き | 


「 あ な た は デリ ー の 方 で すか 。 」 
「 あ な た は お いく つ で すか 。 」 


「 彼 女 は どこ の 人 な の 。 」 


「 こ れ は あな た の で す 。 」 


「 こ の コン ピュ ー タ は 私 の だ 。 」 
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例 3) 紅 PX 1 二 d 箱 き ? 「 こ の コン ピュ ー タ は いく ら 。 」 


②) 後 置 詞 束 を 使用 し た も の 一 近 未 来 、 予 定 の 表現 
例 1) If sd 穫 き | 「 冬 が 過ぎ よう と し て いる 。」 
例 2) qq 生 Ta %A,oc3 で Ed Ge 円 中 き 全 dd iq 3 Td iq マロ maa gR | 
「 一 方 で 約 15083 校 が 閉鎖 され る こと に な っ て お り 、 約 330 万 人 の 貧し い 学 生 た ち に 影響 が 出る だ ろ 
う 。」 
Ce777e 7/o7 C7y77 Socze7y 
http://ccs.in/right-to-education-and-budget-private-schools 


(3) 後 置 詞 を 使用 し た も の 一 出身 を 述べ る 表現 
例 1 ) JH fRcc1 せ き | 「 私 た ち は デ リー の 出身 で す 。 」 
例 2 ) IT f せ き ? 「 あ な た は どこ の 方 で すか 。 」 


10.2 副詞 句 使用 


ここ か ら は 斜 格 語句 と 後 置 詞 句 が 副詞 句 と し て 使用 され る 例 を 挙げ る 。 例 に 挙げ る 動詞 は qT「 す る 」 を 便 
宜 上 使用 する 。 な お 、 例 文 に つい て は 割愛 する 。 


10.2.1 倖 格 語句 

(1) 未完 了 分 詞 ( 斜 格 形 )、 完 了 分 詞 ( 斜 格 形 ) 
叶 「 し て (し な が ら ) 」 
③-Q「 し て いる うち に 」 
員 3 村 「 し た と た ん 、 す る や いな や 」 
< き SG「 し な が ら 」 
dQ 「 し な が ら も 」 
全て で 「 し て (行為 は 完了 ) 」 
佑 G 思 「 し て (ある まま ) 」 

②) 未完 了 分 詞 十 名 詞 ( 斜 格 形 ) 
< HH4「 す る 時 、 し た 時 」 

3③) 不定 詞 十 名 詞 ま た は 形容 詞 ( 斜 格 形 ) 
計 市 () Ed「 す る (より ) 前 に 」 
吊 慎 呈 qIm「 し た 後に 」 
9 思 Te「 す る 代わ り に 」 
9 整 生 KR「 す る 理由 で 」 
< 訓 HHT「 す る 時 、 し た 時 」 
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解 計 


3 eSG「 し な が ら 」 に つい て は 主文 の 主語 と 述語 動詞 と 性 ・ 数 が 一 致し て も よい 。 
例 1 ) edeir sqfR 員 qq 呈 THT 中 て dI @3TT 千 sgsq qq sf ヨ qT qTT る | 
「 無 責任 な 人 間 は 肉欲 に れ な が ら 、 目 的 の な い 人 生 を 生き て 終わ る 。 」 


http://wwwjagran.com/spiritual/religion-kartwyhin-person-lived-only-wish-is-purposeless-life-goes- 


14105789.html 
例 2) qe ms 天下 ad 相本 選 WT 本 
「 彼 は 円 蓋 の 方 を 見 な が ら こ れ を 全部 聞い て いた 。 」 


http://wwwhindisamaycom/contentDetail.aspx7id=2746 必 pageno=1 
名 詞 HH (ある い は qq) 「 時 」 を 斜 格 語 と し て 使っ た 「 一 する 時 (に ) 」 に 当たる 表現 に は 、 以 下 の 通り 3 通り 
の 表現 が ある こと に な る 。 
例 1) ( 京 ) w 届 TH4 
例 2) ( 届 ) mwKd md dm 
例 3) qq 詩 wxq mm IS 攻 


例 1、 


2 は ここ で 挙げ た 不定 詞 あ る い は 未完 了 分 詞 を 使っ た 副詞 名 で あり 、 例 3 は 名 詞 修 飾 で 扱っ た 関係 副詞 節 
に よる も の で ある 。 な お 、 文 が 短め の 場合 は 例 1 


、2 の パタ ー ン を 使え る が 、 長 く な る と 例 3 の パタ ー ン が 好ま れ 
る 傾向 に ある 。 


10.2.2 後 置 詞 句 

(1) 在 定 詞 十 後 置 詞 
呈 計 下 「 す る と 、 し た ら 」 
叶 寺 「 す る の に 」 
< 訓 fwG「 す る た め に 」 
叶 d 呈 「 す る まで 」 

②) 不定 詞 十 名 詞 十 後 置 詞 
9 訓 で 下 「 す る 代わ り に 」 
9 再 9 せ 「 す る 理由 で 」 

(3) 不定 詞 十 ゼロ 
生計 「 し に ノ す る た め に 」 


解 計 


不定 詞 十 ゼロ の 束 計 に つい て は 、 通 常 ImT「 行 く 」、3Tm「 来 る 」 、EqTT「 着 く 」 等 の 移動 を 表す 動詞 が 後続 
する 。 な お 、 呈 慰 に TI の 進行 形 ( 例 : < 本 ET が 来 た 場合 「 し よう と する 」 と いう 近接 未来 表す こと 


も ある 。 


10.3 斜 格 語句 (名 詞 ・ 形 容 詞 ・ 動 詞 ) と 後 置 詞 句 に よる 副詞 句 表現 


以下 に 、 前 節 で 扱っ た 副詞 句 使用 の 斜 格 語句 と 後 置 詞 句 を まとめ て 掲載 する 。 右 列 の 女性 名 詞 の 斜 格 語句 あ 
る い は 後 置 詞 句 に な る も の は 、 存 在 す る も の だ け を 掲載 し て いる 。 空白 は 該当 する も の が な いこ と を 断っ て 
お く 。 
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名 詞 ・ 形 容 詞 ・ 動 詞 の 斜 格 形 を 用 いた 副詞 句 表現 一 覧 


日 本 語 ー 市 [名 詞 ・ 形 容 詞 ・ 動 詞 ] ー 十 [名 詞 ・ 形 容 詞 ・ 動 詞 ] 
「… の 時 (に )」 ー 呈 dH4 ノコ 
「ー の と ころ に 」 ー 証 Si 
「… の 理由 で 」 ー 訓 ま R ー 事 1 Te す 
「 の よう に 」 ーーー ーー 一 ー 刺 むき ノ Ta 
「 一 の 代わ り に 」 ー 証 で TImT 束 ン ed ー 再 1 Te 
「… の 前 に 」 ー 市 9 (また は す qe) / 村 
「… の 後に 」 ー 訓 qq ユノ Sm ノ ta 
「… の 先 に 」 ー 策 sT 
「… の 後ろ に 」 ー 証 和 き 
「- の 方 に 」 (一 証 3 ン 避 証 ) ー 事 1 ン 尿 生 
(「 の 四方 に 」 ) ー 訓 N K ン で 生 
「… の 中 に 」 ー 訓 ax ノ 
「… の 外 に 」 ー 主 Te て (また は す qTe く ) 
「… の 辺り に 」 ー 訓 3THqTH 
「-- の 上 に 」 ー 証 る 尼 
「… の 下 に 」 ー 訓 十 有 
「- の 近く に 」 ー 品 mieis / 本 ノ HIT 
ー 串 aTHT 
「 の 傍 (近く) に 」 一 | TH (ー [所 有 表 現 「 持 っ て いる 」] ) 
「ー の た め に 」 ー 各 fo ノ ョ 9 
「 一 に 比べ て 」 ー 亭 fi ( 呈 ) ー 員 1 で Tm ノ saT 
「 一 に 従っ て 」 ー 訓 aHR ノ Ta 
「 一 に ( 反 ) 対し て 」 ー 串本 <qmm asg ノ ae 
ーー 第 Se ノン 栓 Re 
「 一 に 等 し く 」 ー 主 sRTK 
「- な し で 」 ー 策 本 イン 
また は 司 m ンー 計 
「… と 共に 」 ー 品 和 ま た は JH 
「… と 同じ よう に 」 ー 亭 HIT 
「… の 目 の 前 に 」 ー 亭 本 ノ Hf / HH 
「 こ の 間 に 」 ンー (3) 
「 一 と 対面 し て 」 ー 主 Hg ノ で ds 
「 一 以外 に (の 他 に )」 | ~ * 本 m ノ sa ノ saRea 
「… を 通じ て 」 ー 各 ga 
「… の 手 を 介し て 」 ー 証 半 
「 一 に も か か わら ず 」 | 証 qI3S 
「 に つい て 」 ー 証 qT 本 
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11 複 文 


複 文 に は 、 接 続 詞 や 斜 格 語句 ある い は 後 置 詞 句 を 使用 し た も の と 、 文 レベ ル の も の を 節 と し て 埋め 込む 埋め 
込み 型 が ある 。 


11.1 接続 詞 と 斜 格 語句 後 置 詞 句 を 使用 し た 複 文 

以下 に 主 な 接続 詞 と 、 そ れ ら の 接続 詞 を 用 いた 文 と 同じ 意味 を 表す こと に な る 斜 格 語句 ある い は 後 置 詞 句 の 
例 を 挙げ る 。 接続 詞 の 一 覧 に は 、 日 本 語 「 そ れ も 」 や 「 そ れ で も 」 の よう な 複合 形 の 接続 表現 も 含ん で いる 。 
な お 、 こ こ で は これ ら 接 続 詞 、 斜 格 語句 、 後 置 詞 句 の 例文 は 割愛 する 。 
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11.1.1 接続 詞 一 覧 


接続 詞 主 な 日 本 語 の 意味 対応 ヒン ディ ー 語 の 例 
追加 (A か ンプ そ し て B%) 紅 ノ dmT ブ ョ ン a 
順 接 選択 (A か ン ま た は B) イノ ョ am / 
添加 (その 上 、 そ れ も 、 そ れ だ け で な く ) | る す グ 恒 生玉 枯 眉 て 
否定 (が 、 し か し 、 で も それ で も ゃ ) | 束 ノ 生コン mR ノ 束 ノ 二ノ fm 生 
逆 接 追加 情報 (… で な く [ 可 定 文 ]、 逆 に 一 ) | ~ [否定 文 ].qfeS … 
ー が ノン け れ ど も 、… lf 呈 / qa 介 ノー T7… 
帰結 、 結 果 だ か ら (だ か ら こ る ) 一 sfetd (sfem) 一 
それ で で 生 / 刀 / ョ Gi 一 
原因 、 理 由 な ぜ な ら -- 和合 
… の で LEI いい 
目的 ーー た め に よう に … …If 
条件 、 仮 定 も し … ば ノ た ら ン と 、 一 性 ン smKー (OO"T… 
さも な けれ ば qa 慎一 
様態 AkP2S 二 2 圭 … 一 
900 まり SO …TTT 
制限 の 二 EZ 限 0 イッ q 員 …,(a 9) 一 
換言 A す な わ ち / つ まり B mm ノ mia 一 


*% A、B に は 語 、 旬 、 節 、 文 が 入る 。 以下 も 同様 。 

7 If 他 は 、 後 続 の 逆 接 を 表す 接続 詞 等 と 呼応 する 。 

%3 革命 は 後続 の 原因 、 理 由 を 表す 接続 詞 STfQ と 呼応 する 。 

9 カン マ は 必ず し も 打 た な く て よい 。 この 条件 節 に 関わ ら ず 、 節 の 切れ 目 に カン マ を 必ず し も 打 た な く て よい 。 
*10 qq dm は 必ず し も 呼 店 させ る 必要 は な い 。 
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11.1.2 斜 格 語句 と 後 置 詞 句 一 覧 


後 置 詞 旬 主 な 日 本 語 の 意味 対応 ヒン ディ ー 語 の 例 


順序 : V て 、V て ・ か ら | V- 


順 接 動作 の 列挙 、 継 続 :V て | V- (未完 了 ) ,V-t(3) (完了 ) 


並列 : V な が ら V- eu 


状態 の 継続 : V た まま | V-G(3) su 


逆 接 動作 の 列挙 : て も V-st TV-T 式 寺 


並列 :V な が ら も V- @ 


手段 、 方 法 V で / に よっ て V- す 本 
原因 、 理 由 V の で V- 和 すす 
目的 V た め に V- す 語 fa 
因果 、 条 件 、 仮 定 V と / た ら V- 起 
場合 、 時 V の に ノ 場 合 に ノ 際 に | V- す 芋 
動作 、 状 態 の 期限 V まで ノ 限 り V- す で 員 


11.1.3 接続 詞 に よる 副詞 節 と 斜 格 語句 ノ 後 置 詞 句 に よる 副詞 句 の 相関 例 


①) 順 接 
例 ) 革 全 sresT s 了 K 到 TI 「 僕 は が っ か り し て 家 へ 帰っ た 。 」 
る 馬 人 RTsT 尋 奈 mTI 


(2) 逆 接 
例 ) で fe る Tl IT de TPTTI 「 日 の 出 に な っ た 。 し か し 彼 は 目覚 め な か っ た 。 」 
る SAJfe 9 民 恒 民 「 TI 
例 ) Ti 村 る 佑 < 屋 RT き | 「 彼 女 は 太っ て いる 。 そ れ で も か わい い 。 」 
る $ 民 相 9 思 還 届き 


(3) 原因 、 理 由 
例 ) TI 生 民 民 | mm safee 計 還 m RI E「 舟 mm 
「 彼 が 来 な か っ た の で 、 僕 は 仕事 を 終わ ら せ ら れ な か っ た 。 」 
@ SH TIT 訓 RI 本 証票 TI 


(④⑭ 条件 、 仮 定 
例 ) 3 本 qm R 豆 , で "qid TH| 「 も し 要求 が 叶え られ な か っ た ら 、 ス トラ イキ を し 
よう 。 」 
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る mm 民 本 qid | 


⑮) 目的 
例 ) 革 mg 率 TaG HHRGT qT て ET き | 「 僕 は アメ リカ へ 勉強 し に 行く 。 . 
ぐ 接 続 詞 策 は 使用 不可 > 
例 ) 革 軍 3 き 還 sR qm 寺 d 和 ? 「 僕 (私 ) も 、 他 の 人 た ち が 座 れる よう に 立ち まし ょ う 
yk 
之 < 斜 格 語句 各 千 G は 使用 不可 > 


解読 


目的 の 訓 fy 「 て た め に 」 は 、 主 文 と 斜 格 語 名 の 不定 詞 の 主語 が 一 致し て いる 場合 に 使わ れ 、 二 「 一 よう に ン 


た め に 」 は 、 主 文 と 不定 詞 の 主語 が 異な る 場合 に 使わ れる 。 


11.2 埋め 込み 型 の 複 文 


ここ で は 動詞 述語 文 を 主文 に 理 め 込む パタ ー ン を 示す 。 主 文 の 述語 動詞 に は 知覚 動詞 ( 信 qrs ml = lg 
( 民 gd) 「 見 える 」、q 本 STT「 聞 こえ る 」、 き qTT「 見 る 」 、TTT「 聞 く 」、 さ ら に mm 「 感 じ ら れ る 、 思 う 」、 
qmT「 認 識 す る 、 分 か る 」 等 が 来る 。 そ の 他 、 ゴ TeTT「 欲 する 」 と それ か ら 派 生 し た 不変 化 詞 feC に つい て も 
パタ ー ン が 類似 し て いる た めこ こ に 例示 する 。 


11.2.1 主語 埋め 込み 型 


① 〇 O 〇 V- す 低下 mT 「 〇 〇 が V する の が 見 える 」 
( 村 4 で 愉 g 屋 さて WT る 生計 HI JH 各 守り |) 
う ラ ( 再 ) sei HH 員 四 @ s 令 g 棋 き <( き | 
「 誰 か ( 男 ) が ラー マ の 後ろ に 付い て き て いる の が 見 える 。 」 


②) 〇 〇 V- す 民 eT「 〇 〇 が V す る の が 聞こ える 」 
(q 寺 5 還 民 さき WT 釘 人 本 mm maa GT TD) 
ラ 村民 mmmTdtd SG 生き て @「T| 「( 私 に は ) 誰か が 鼻歌 を 歌っ て いる の が 聞こ え 
た 。 」 


(3③) qTT「V する と 感じ られ る 思う 」 
例 ) 届き 作 sm 守 TsmGT| 「 私 は 今日 叔父 さん は 来 な いと 思う 。 」 
< 埋め 込み 不可 > 中 


(4④) feC「V する こと が 欲 さ れる 、 望 まれ る 」 
例 ) emfeu 佑 em srfeqds lm sf RT 計 本 症 sa 年 伯 mfm 式 | 
「 私 た ち は 、 平 和 な 人 生 を 送り 、 他 人 の た め に も も ちろ ん 平和 を 築き きた いと 思う 。 


*H 形容 詞 述語 文 、 名 詞 述語 文 な ら 埋 め 込み 可 。 例 ) (本土 ) IT sq qT 志 き |「 忙 し を う で すね 。 」 


館 く 埋 め 込 み 不 可 み 2 


朋 7eqT 77 
https://wwwdhamma.org/hi/about/art 


11.2.2 目的 語 埋め 込み 型 


①⑪ 〇 O 〇 款 V- す き WT「 〇 〇 が V する の を 見 る 」 
例 ) 届き mT 作 避 門 mm 生き | 「 私 は 彼 が 広場 で 走っ て いる の を 見 た 。 」 
ら 前 9 msa gu am 


② 〇 〇 避 V- す で TT「 〇 〇 が V する の を 聞く 」 
例 ) 圭佑 fm てき | 「 私 は 誰か が 叫ん で いる の を 聞い た 。 」 
る 届 本寺 凍 折 qr9 弄 Tl 


3) mmT「V する の を 認識 する 」 
例 ) < 系 要 避 刺す 笛 還 RT すき mm すき 作 還 qsm 村 ss 午 s 還 忌 き 二 RTR 
引 オ 員 TEX き | 
「 他 人 を 喜 ば せよ うと し て いる うち に 、 私 た ち は 自 分 の 影響 が 及ば な いあ る 領域 に 向かっ て 
いる こと が 分 か る 。 」 
館 < 埋め 込み 不可 > 
尽 守 gm7 
http://wwwhindisamaycom/contentDetail.aspx7id=1528 層 pageno=2 
例 ) Rhm em TH き 全 ef で ma er 如き | 
「 し か し 、 そ こ に セッ ト ア ッ プ ボタ ン が そもそも な いと 分 か る 。 」 
る .…dIET き H dET で TdT deT | JET き | 
0 奴 ce 365 


https: //supportofice.com/hi-inarticle/ 古 全 -I-Ofice-365-TdHT-3qTS -T -qISHH - 届 -TTH - 
-f8abSe23-bf3f-4a47-b264-174b1ee92Sfd 


(4④) TSTT 「V する こと を 欲す る 、 望 む 」 
例 ) Hed き 全 g THGqxqs mm 人 | 「 私 た ち は 、 平 和 な 人 生 を 送り た い 。 」 
ら で H sTHRqds iqm mm Ted き 『 


り 放 ce 365 
https: //support.ofice.com/hi-in/article/ 全 -I-Ofice-365-TdHT-3 可 TS-T -q マ ISHH --TIH - 計 -f8abSe25-bf3f-4a47-b264- 174b1ee92Sfd 


*12 動詞 述語 文 の 埋め 込み は 、 埋 め 込ま れる 文 と 主文 の 主語 が 一 致す る 場合 の み 可 。 例 ) STTfqdds Ta lt feG| 「 私 た ち は 
清和 な 人 生 を 過ごす 必要 が ある 。 」 
*3 動詞 述語 文 の 埋め 込み は 、 埋 め 込ま れる 文 と 主文 の 主語 が 一 致す る 場合 に の み 可 。 主 語 が 異な る と 埋め 込み 文 は 不可 に な る 。 
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12 定型 表現 


最後 に 慣用 的 に 使わ れる 主 な 定型 表現 を 、 比 較 に 関す る 表現 、 所 有 に 関す る 表現 、 時 間 や 時 刻 に 関す る 表現 
の 順に 掲載 する 。 


12.1 比較 級 、 最 上 級 に 関す る 表現 


12.1.1 比較 級 


支 比較 級 [ 二 ]:A は B よ り [多く ] 形容 詞 : A B す [ノン 境 af] 形容 詞 
例 ) 5 IT き l SH Il す HIGT He 相 せ | 「 こ の サリ ー は あの サリ ー よ り 高 い 。 」 


区 比較 級 [一 ]:A は B よ り [少なく] 形容 詞 : A B す [Sl 形容 詞 
例 ) sl SH ll 呈 H 人 きせ | 「 こ の サリ ー は あの サリ ー ほ ど 高 く な い 。 」 
12.1.2 最上 級 
区 A は 何より 形容 詞 : A qq 形容 詞 
例 ) qE Il dq 性 相 き | 「 こ の サリ ー は 一 番 高 い 。 」 


語 切 の 比較 級 形容 詞 は 、 形 容 詞 に 接辞 -K を 付加 し た 、eqdN「 よ り 良 い 」 、 さ KN「 上 級 の 」 、qdt「 よ り 悪 い 、 


劣っ た 」 。 最 上 級 に は 接辞 -TH を 付加 し た qtdH「 最 も 美しい 、3TH「 最 上 級 の 」 等 が ある 。 


12.2 所 有 に 関す る 表現 


ヒン ディ ー 語 に は 英語 の よう に 所 有 を 表す have 動 誤 は な い 。「A の そば に B が ある 」 と いう 表現 を 、「A に は 
B が ある 」 や 「A が B を 持っ て いる 」 と いう 文脈 で 使用 する 。 た だ し 、 こ れ が 所 有 の 文脈 で 使え を る の は 、 通 常 
B が 譲渡 可能 な も の で ある 。 譲渡 不可 能 な も の 、 例 えば 血族 の 人 間 や 身体 部 位 等 は 属 格 後 置 詞 [で 表す 。 
以下 に 具体 的 な 例 を 示す 。 


12.2.1 一 般 的 な 所 有 


区 A の そば に B が ある 、B を 持っ て いる : A 語 TIH B コピ ュ ラ 
例 1 ) SH ホ Td us SI き | 「 彼 ( 女 ) の と ころ に は 自転 車 が 一 台 あ る 。 」「 彼 ( 女 ) は 自転 車 を 
一 台 持っ て いる 。 」 
例 2 ) eTRT KK ホ Td RT d き | 「 う ちの 政府 は お 金 が あり ませ ん 。 」 
例 3) qT 3TT 員 HH HHH き ? 「 お 時 間 あ り ま すか 。 」 
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12.2.2 譲渡 不可 能 な も の 


返 A の B が ある 飼 A に (は ) B が いる プ あ る : A 属 格 征 B コピ ュ ラ 
例 1) 羽生 < 科 本 き | 「 私 に は 兄 が 二 人 い る 。 」 
例 2) TS 本 き | 「 私 に は 兄 が 一 人 いる 。 」 
例 3) 1 iq| 本 き | 「 私 に は 妹 が 二 人 い る 。 」 


Kachru は 謀 渡 不可 の も の に は 訓 が 独立 し て 使 有 
の 例文 通り 


日 され る と 
属 格 後 置 詞 は 主要 名 詞 に 一 致す る 。 また 、 


し て いる が [2, pp121-2]、 現代 で は あま り 見 られ ず 、 上 掲 
属 格 古 T の 代わ り に 与 格 宮 が 使用 され る こと も 増え て き 


て いる 。 


12.3 時 を 表す 表現 


12.3.1 日 、 曜 日 


交 1 日 の 時 間 細 分 


朝 、 早 朝 : qqe( 恒 )、d ポ 

昼 一 午後 : qqet 加 ノ 本 

夕方 - 夜 : TH 刺 / 芋 ( 主 に 薄暗く な る 時 間 帯 ) 
夜 一 深夜 : て d 尼 本 


丸 日 を 表す 語 
1 日 前 (昨日 ) 1 日後 (明日 ) 呈 q 
2 日 前 (一 昨日 ) 2 日 後 (明後日 ) : 束 本 


3 日 前 (一 昨 昨日 ) ノ 3 日 後 ( 明 々 後日 ) : st ン / 京 二 
区 時 、 日 に 関す る 副詞 名 ( 斜 格 語句 ) 
今 : 尋 H4 あの 時 : SH HH どの 日 : 作 da 関係 詞 : 和 sad dd 


いつ (の 時 ) か : 全 T Sa 
の 頃 : 宮 信和 あの 頃 :3T 屋 本 いっ 頃 : 属 尽 二 関係 詞 : 生 q 信 T 


区 曜日 を 表す 語 
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ヒン ディ ー 語 の 曜日 
曜日 | ヒン ディ ー 語 
日 曜日 | sqK また は aq 
月 曜日 | THa 
火曜 日 | qq 
水曜 日 | qq 
木曜 日 | qecqfdqtt また は mdK 
金曜 日 | ImqK 
土曜 日 | sq 


ョ 日 を 副詞 で 使 有 


12.3.2 週 、 月 、 年 、 回 


補 週 、 月 、 


周 
月 
年 
回 


年 、 回 を 表す 語 


STdT、CTS 
HelTT、IH 
Id、 
qK 


上 明 す る 場合 は 、 す べ て 中 を 付け る 。 ま た 各 曜 日 の 語 語 体 で は 省 


京 週 、 月 、 年 、 回 を 表す 副詞 名 ( 終 格 語句 ) 


先週 : Te 今週 : 葉 @ 
先月 : 人 99 人 今月 : 恵 弄 村 
去年 : Tlq 今年 : 丸 て q 
前 回 : fd st 今回 : 丸 qK 


来週 RT fd あの 週 :3HeHI どの 週 : 性 de 
来 月 : TI 内 あの 月 :3H 民生 どの 月 : 作 民 
来年 : mm あの 年 :3HJ どの 年 : 属 qq 
次 回 : RT qK 


上 掲 の 例 の 通り 、「 前 の 、 先 」 に は fe の 変化 形 Hg, st を 、 今 」 に は を 、「 次 の 、 来 」 に は sTTqT の 変化 


区 月 の 名 前 (グレ ゴリ オ 暦 ) 


用 RT 3RIt を 付け る 。 ま た 、 忌 qK「 毎 


回 」 の よう に 、「 毎 の 」 の 「 毎 」 に は 忘 を 付け て 表す 。 


月 の 名 前 (グレ ゴリ オ 暦 ) 


1 月 2 月 |3 月 | 4 月 |3 月 |]6 月 | 7 月 | 8 月 9 月 10 月 11 月 | 12 月 


月 の 名 前 を 副詞 で 使用 する 場合 は 、[ あ るい は 本 を 付け る 。 ち な み に 日 付 を いう 場合 は 慰 を 付け る 。 例 ) 3Y 本 


吊 |「3 月 22 


日 (に ) 」 


な お 、4 月 は 3 と 綴る こと も ある 。 


12.4 時 刻 に 関す る 表現 


性 qa 3S き ? = 何時 で すか 。 
〇 = 〇 時 
〇 St へ 人 短 qe = 〇 時 人 へ 分 


GT る | 1 時 だ 。 

Gs sf Sd fide ( き G) き | 1 時 10 分 だ 。 

Se き | 1 時 半 だ 。 (1.5 時 ) 

fm am き | 12 時 45 分 だ 。 (1 時 1 分 前 ) 

生き | 2 時 だ 。 

る 3 さき | 2 時 半 だ 。 (2.5 時 ) 

3 で im q 寺 き | 3 時 半 だ 。 [3 以上 は 0.5 を 付加 する 場合 3 を 前 置 する ] 
qqT <H q 二 き | 10 時 15 分 だ 。 (10 時 1 分 過ぎ ) 

9 sq 寺 き | 9 時 45 分 だ 。 (10 時 13 分 前 ) 


分 に は 英語 の minute (f 条 Je) 、 同 じ く 秒 に は second $s) を 使用 する 。 ま た 、「 少 し 待っ て (くだ さい ) 」 の 意 を 
表わす 時 に これ ら を 使い 、QGs iqc や Q 中 き と 言う 。 


副詞 句 の 場合 は 後 置 詞 寂 を 付け る 。 例 ) 「1 時 10 分 に 」: Ch sh sd fide 尿 
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ヒン ドッ ゥ ッ ー 暦 早見 表 


ヒン ドゥ ー 暦 (大 陽太 陰暦 ) の 月 名 
月 ヒン ドッ ー 月 別 称 
第 1 月 に | 志 
第 2 月 EEIKE dRTg 
第 3 月 SS5 っ 
第 4 月 ITG 3THle 
第 3 月 2IELI KKIEEI 
第 6 月 WIZHG RIEI 
第 7 月 EEEI| IECIN 
第 8 月 EmlREd EnIREd 
第 9 月 HISTN | mmTRRK, shTe_ 
第 10 月 q qH 
第 11 月 IEI 
第 12 月 kkclbl 


太陰 月 ( 期 望 月 ) に お ける 日 の 名 称 

白 月 SI JH 黒 月 ST H 
第 1 日 目 | "THT (fat ノ qT) | 第 1 日 目 | "TI (Ral ノ q〒) 
第 2 日 目 | 司 dm (qW ノ 避 ) | 第 2 日 目 居 Tm (GW ン 社 ) 
第 3 日 目 ddit ( す ) 第 3 日 目 di ( す N) 
第 4 日 目 qqT ( 二 ) 第 4 日 目 qQT ( 民 ) 
第 5 日 目 に El 第 5 日 目 じ EE 
第 6 日 目 SS1 (る く ) 第 6 日 目 ssl (つく ) 
第 7 日 目 cl (q) 第 7 日 目 Jl (Id) 
第 8 日 目 aseHl (31S) 第 8 日 目 sseHl (3TS) 
第 9 日 目 qa (TI) 第 9 日 目 qaHl (Ti) 
第 10 日 目 eSH 第 10 日 目 eSHHI 
第 11 日 目 KGnEEI 第 11 日 目 KGnEEI 
第 12 日 目 EE 第 12 日 目 PAEEII 
第 13 日 目 EPIEtI 第 13 日 目 ョ iesT 
第 14 日 目 ョ qaT (ed) 第 14 日 目 ョ qaT (ed) 
第 15 日 目 | "qqsIT = TIOfTT (満月 ) | 第 15 日 目 | qqTf = sfHTqKT ( 新 月 ) 
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氷 ( ) 内 の ヒン ディ ー 語 は 俗称 。 


主 な ヒン ドッ ゥ ー 教 の お 祭り (2016 年 版 ) 


1. 


CO 


Rama Navami (April 15, 2016) 
| SI qqTT (チャ イト ラ 月 白 月 9 日 目 ) 


. Buddha Jayanti or Purnima (May 21, 2016) 


き STrg qTfdT (ヴァ イシ ャ ー カ 月 満月 ) 


. Guru Poornima (July 20, 2016) 


IT HIvfT (アー シャ ー ラ 月 満月 ) 


. Raksha Bandhan or Rakhi (August 18, 2016) 


名 iq IfdHT (シュ ラ ソ ワナ 月 満月 ) 


. Krishna Janamashtami (August 25, 2016) 


wTgde 中 SOT tseHT (バー ドラ バダ 月 黒 月 8 日 目 ) 


. Vijaya Dashami, Dussehra or Dasara (October 26, 2016) 


3TSqd SI <SrHT (アー シュ ヴィ ナ 月 白 月 10 日 目 ) 

Diwali (October 30, 2016) 
afSqT ST =ISTT Ts Id fgdif (アー シュ ヴィ ナ 月 黒 月 13 日 目 か ら カ ー 
ル テ ィ カ 月 白 月 2 日 ) 


. Chhoti Holh (Holika Dahan) and Hoh (March 12-13, 2017) 


Te OHdT SOT IdT (パー ル グ ナ 月 満月 か ら 黒 月 1 日 目 ) 


ヒン ディ ー 語 , ウル ドゥ ー 語 の 曜日 対応 表 


曜日 デー 語 ウル ドゥー 語 

日 曜日 | sqqK ノ 4ak EsEk 才 の P り 

月 曜日 RIEEIN HK (Cy) 

火曜 日 EUCEI 呈 rm () 

水曜 日 に に EIKK 3 (>) 

木曜 日 | eidqt ノ ni HK (こら しょ) 
金曜 日 RIEIEIKN HIT (っ 2) 

土曜 日 RIpEIKN ef qidt ( ブ と) 
周 re TdT edT CGC) 


ヒン ドッ ゥ ッ ー の 主 な 紀元 


1. 合 串 TH qt (ヴィ クラ マ 紀 元 ) : 西暦 紀元 前 37 年 合 系 rfsq 王 
2. ST di (シャ カ ま た は サカ 紀元 ニ イ ンド 国定 暦 ) : 西暦 紀元 78 年 STfeTqTg_ sl 


ヒン ドッ ゥ ー 神 話 に よる 世界 期 


1. ddqT ノ ddTT : 黄金 期 

2. KT ポ : 白銀 期 

3. gt HHT : 過渡 期 ノ 変遷 期 

4. fm : 堕落 期 、 紀 元 前 3102 に 始ま り 432.000 年 続く と いう 。 
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プラ ー ナ に よる 方 角 ノ 方 向 と 守護 神 (eaTq) 


方 角 プ 方向 | 守護 神 | 方 角 ノ 方 向 名 称 
東 Eo q3 
東南 Ra sR_elm 
南 qT Eu 
南西 す 素 で ESEnMI 
西 qRT に IEE | 
西北 ES EIEEJ 
半 EN EN 
北東 き T き SITTebIT 
上 (天界 ) | 豆 T sfesT 
下 (下界 ) | sm afesT 
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親族 名 称 語 貢 (3-Rs3 sssrqcD 


Il 一 ーーーー Il qT 一 一 dl 
am mm 。 az 。 fmー-mm 才 N rT 

| ! | 

IE il コ eT 
arrT Ei 
| | 
kicl id mdi(se) mr(sedi) 

本 ve 二 計 at 


く 図 ① : 直系 親 族 > 


こ 73== 


く 図 ② : 配偶 者 1 本 人 編 > 


( 図 ③ : 配偶 者 2 兄弟 姉妹 編 ) 


Se me つつ 0 電電 


く 図 ④ : 婚 嫁 先 > 


HKY 一 一 ーー デー 本 上 


く 図 ⑤ : 妻 の 実家 > 


1. 直系 の 親族 


父方 の 祖父 で IST 父方 の 祖母 ぐ 

母方 の 祖父 mm 母方 の 祖母  mT 

父方 の 伯父 あう ノ TT その 妻 RIEII 

父方 の 叔父 IEII その 妻 に IEIl 
父方 の 伯母 ・ 叔 母 sm ノ 東 5 その 夫 kedl 
母方 の 伯父 ・ 秒 父 IT その 妻 THT 
母方 の 伯母 ・ 叔 母 芽 その 夫 TdT 

自分 の 兄弟 IE その 妻 wT 

自分 の 姉妹 qed ノ er その 夫 EEuIEI 

自分 の 息子 | その 妻 ck 

自分 の 娘 ElI その 夫 さ IHIG 
自分 の 息子 の 息子 IdT その 娘 = 孫 娘 
自分 の 娘 の 息子 mt ン eqT (3IdT) その 娘 = 孫 娘 fm ノ seedl (<dT) 
協 wdh / wm 灯 wi ノ wl 


米 参 照 図 の 、②, ③ 


I. 従兄 弟 も し く は 従姉 妹 の 表わし 方 
上 記 の 親族 名 詞 か ら 派 生 し た 以下 の 形容 詞 を 複合 させ て 従兄 弟 も し く は 従姉 妹 を 表わす 。 


父方 の 伯父 の =ー qqANU 
父方 の 示 父 の ーー ゴ Y 
父方 の 伯母 ・ 叔 母 の = 中 や Y 
母方 の 伯父 ・ 叔 父 の = J 


母方 の 伯母 ・ 示 母 の = TdI ノ 民 
父方 の 従兄 弟 JA mT& 父方 の 従姉 妹 で CT + 


ゴ T 1 der 
ずく T 可 居 1 qer 
母方 の 従兄 弟 TH q 革 母方 の 従姉 妹 HI qg_ 
HHRT ws Id der 


* 参 照 図 ① 


こき 


I. 婚 嫁 先 
男 


K 


夫 (義理 ) の 兄 5 
夫 (義理 ) の 弟 。 
夫 (義理 ) の 姉妹 < 


* 参 照 図 ③④ 


IV. 妻 の 実家 
男 


KK 
妻 (義理 ) の 兄弟 Tl 


妻 (義理 ) の 姉妹 


* 参 照 図 ⑤ 


千 KK 


その 妻 Sr 
その 妻 き RTl 
その 夫 


千 IN 


その 妻 de 


その 夫 Is 
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